
①背景 ②目的

③方法

昨今の異常気象により毎年のよ
うに山地災害が発生している。
その中で地域住民の防災意識の
改善が課題となっている。例に
出すと、2018年に起きた西日本
豪雨において岡山県のとある集
落では村を通る川などが氾濫し
浸水被害などや家屋倒壊被害な
どが出たが、死者は出さなかっ
た。その理由として過去に大洪
水を経験しており、その教訓が
村の住民に根付いていたから
だという。
この例でもわかるように意識の違いで被害を抑えることができる。
そこで、栃木県は防災意識向上のために様々な取り組みを行っている。

• 地域住民の防災意識の向上のために方法を模索する
⇒小学生山地防災講習会に着目
講習会の再プロデュース

写真 西日本豪雨の被害を受けた地域

④分析結果

分析結果

⑤提案

• 生徒との関わり方
 講義が一方通行にならないためにクイズの時間をたくさん設け生

徒を飽きさせないようにする
 講義の内容をクイズ形式にしてポケット冊子にしたものを配布し

生徒が友達とゲーム感覚で学べるようにする
 体験型の時間を設ける
⇒小学校の学区の地図を大きな模造紙に印刷し、実際に生徒に前に
出てきてもらって避難ルートをペンで示してもらう

• スライド
 訪問先ごとのハザードマップを掲載する

• 講師
 もっと積極的に生徒とコミュニケーションをとり距離を詰める
⇒話し方は敬語でないほうがよい

• 小学校側
 講義の後のHRなどで講義の振り返りや話し合いができる時間を設

ける

山地災害に対する防災意識向上に向けて
1班 コミュニティデザイン学科 鈴木菜々 出口侑樹

建築都市デザイン学科 神田茉奈 嵯峨山啓介
社会基盤デザイン学科 藤原政茂 茂木加奈

栃木県
環境森林部 森林整備課 技術調整担当治山チーム

1st cycle
•県庁の取り組みの理解

2nd cycle

•小学校向けの講義の見学

•講義を行った小学校へのアンケート調査

3rd cycle
•最終的な講義全体のプロデュース

講義の良点
• スライドの中で流れる動画への興味が大きい
• 模型を使った実験では興味が最上級であった
• 模型を使った実験では質問に対して多くの返答があった

講義の欠点
①生徒はほとんどの時間座って聞いているだけであった
②説明の一部が小学生にとって難しくなっている
③スライドが見づらい
④講義者の体が生徒のほうではなくプロジェクターのほうに向い
ている

見学から見える講義の改善点
①説明の中でクイズや質問、メモをとれる状況にし、生徒がアク
ティブに授業を聞けるようにする。
②スライドの内容を全学年が理解できるようにする
③スライドの文字はもう少し大きくし、わかりやすい画像を使用す
る。
④講義者は生徒のほうを見て講義をし、積極的にコミュニケーシ
ョンをとる

講

義

見

学

アンケート結果による分析



陽東地域コミュニティ活性化プロジェクト ～ごみ問題を通して～
コミュニティデザイン学科 平山安奈 吉川紗也子
建築都市デザイン学科 喜多ひかり 嶋田樹
社会基盤デザイン学科 長田一輝 馬場翔太郎

対象地域：陽東地区
パートナー：陽東自治会

2班

• 陽東地区の自治会をはじめとする各団体の
高齢化と若者の担い手不足

• 多くの宇大生が居住しているが、地域との
関係性が希薄である

• 陽東地区の毎年行っているアンケートから
ごみ問題に関する意見が多数
中には宇大生に対する意見も．．．

陽東地区に住む宇大生と地域の方々
には「ごみ出し」という共通点

ごみ問題を通して宇大生と陽東地区
の地域の方々をつなぐことはできな
いだろうか
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指摘件数
将来のLRT バス路線 ごみ問題

公園緑地 歩道の安全性

ごみ問題は122件の
指摘で3番目に多い

図1 陽東地区のアンケートにおける指摘件数TOP5

会員総数 2,158戸

回答数 1,131件

回答率 52.4％

表1 陽東地区のアンケート概要
―ごみ出しを通した地域コミュニティの活性化―

背景より、ゴミ問題の改善が課題解決のキーポイントとなることが把握された。
また、陽東地区の住民と学生の関わりが求められていることも抽出された。
よって、私たちは学生と陽東地区の共通点であるごみ出しに着目し、
「ごみ出しを通した両者の交流によって地域コミュニティの活性化につながる」
と考え、これを目的とする。

背景

目的

(2)近隣住民から学生への意見調査
→ごみ収集の曜日の間違い、分別していない、捨て方が悪くごみが散乱している
→しかしながら、宇大生がやったと確証があるものではない
→宇大生の信頼がない

(3)学生の意識調査
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分析結果

(1)分別意識・ごみ出しの時間調査
ごみの分別意識についてはほぼ全員が「した方が良い/実際にしている」と回

答した(表2)。このことから、分別意識は高いと考えられる。

ごみ出しの時間については、理想・実際ともに午前6時〜8時頃に回答が集中
した。自身の都合の良い時間に出したいという意見もあったが、多くの人が散
らかりなどを考慮して回収時間に合わせて出していることがわかった(表3)。
このことから、前日の夜に出しても散らからず近隣の迷惑にならないようなゴ
ミステーションがあれば良いのではないかと考えられる。

聞き取り調査では地域住民の方から大学生のごみ出しマナーの悪さを指摘す
る声や、分別レベルを問う声が上がった。

理
想＼

実
際

回収前日の夜 回収当日

回
収
前
日
の
夜

• 回答なし
• 当日の朝に出しているが、忙しいの

で前日の夜に出したい

回
収
当
日

• 当日の朝に出した方
が良いと思っている
が、前日の夜の方が
都合が良い

• 臭いや動物による散らかしを考えて
• 出勤時間に合わせて
• 回収時間に合わせて
• 早く出した方が良いと思うので

表3 ごみ出しの時間調査(回答理由）

理
想＼

実
際

分別した方が良い 分別しなくても良い

分
別
し
て
い
る

• 資源を大切にすることに関心
があるから

• 市で決められているため
• 分ければ資源なので

• 分別はしているが面倒臭い
のでやりたくはない

分
別
し
て
い

な
い

• 面倒臭い • 回答なし

表2 ごみの分別意識調査（回答理由）

方法

(1)分別意識・ごみ出しの時間調査
◼ 対象 ：陽東祭に来場した地域住民、自治会役員
◼ 回答件数：46件(アンケート)、12件(聞きとり調査)

(2)近隣住民から学生への意見調査
◼ 日時 ：12月5日(水)
◼ 対象 ：宇都宮大学学生支援課

(3)学生の意識調査
◼ 対象 ：宇都宮大学の学生
◼ 回答件数：51件

図3 ゴミの分別をしているか図2 資源ごみがお金になることを知っているか

提案内容

資源ごみ〜ごみ集めコンテスト〜【ＹＯＴＯ－Ｇ1グランプリ】
• 陽東地区の自治会ごとに資源ごみを回収し、資源ごみの重量を人口

で割った「ごみ回収率」で競う
• 学生のゴミ出しマナーを改善し、学生が地域の人と顔を合わせるこ

とで地域に参加する
• 最終的に上位の自治会には景品として地域イベントで使える商品券

などを渡す

フタつきで分別可能なゴミ箱を試験的に設置する
• 地域の人々はゴミステーションでのごみの散乱を問題視している
• 学生は特に資源ごみに関して指定日に出せないことに不満を持って

いる
• 問題点が改善されるのかどうか試験的に設置し、経過を観察する

【ＹＯＴＯ－Ｇ1グランプリ】スタート（4月頃）

学生に参加してもらえるように呼び掛ける（授業等）

中間発表（10月頃）

地域のイベントに出席する人が増加する

最終結果発表（3月頃）

換金で得たお金の一部をイベントで使える商品券などの景品にする

図4 ごみ集めコンテストの流れ



「もったいない運動」の推進について

宇都宮市
宇都宮市もったいない運動市民会議

3班 コミュニティデザイン学科 佐藤愛純 佐藤利乃
建築都市デザイン学科 梅里昌平 大森栄太朗
社会基盤デザイン学科 松田剛

背景
宇都宮市では宇都宮のまちを未来につなげていくために「もっ
たいない運動」が行われている。現在、大量生産・大量消費・
大量廃棄により、様々な環境問題が発生している。それらを解
決していくには、1人ひとりが日常生活の各場面において環境
に配慮した行動を実践することが大切である。それらをしてい
くにあたって宇都宮市は、ひと・もの・まちの3つの「もった
いない」のこころを掲げ、宇都宮市から環境改善を促している。
その中で、若年層への認知度が低いという課題を受け、それに
対する改善案を私たちは提案する。

目的
「もったいない運動」は「ひと」「もの」「まち」から成り
立っている。これまでの調査を通して「もったいない運動の周
知」を推し進める上で最も「もの」のもったいないの周知が効
果的であるという結果が出た。また、周知だけに留まらず実際
に取り組んでもらえるよう興味・関心を調査し、家庭でできる
「もったいない運動」を提案する。

方法

ものの「もったいない運動」の中で、若い人たちが重要だと考
えることをインタビューした。
対象：大学生
インタビュー内容：
A：もののもったいないにおいて、重要だと思うことを以下 か

ら二つ選んでください。
食品ロス 電気、水 過剰包装 衣料品 粗大ごみ(電化製
品) 粗大ごみ（家具）
使い捨て商品 チラシ、パンフレット等の紙資源 その他

B：上記で選んだ2つの項目について、以下の3つに回答してく
ださい。

①:実践していること
②:やった方がいいと思うこと
③:どうしたらなくなる(改善する)と思うか

分析結果

【食品ロス】
①・料理をする際や外食時の注文は食べきれる量にする
・賞味・消費期限を確認する
・廃棄を持ち帰る

②・購入時にできるだけ賞味・消費期限の近いものを選ぶ
・一人暮らしの大学生で食べきれない料理を友人と食べる
・飲食店にむけたドギーバックの推奨
・飲食店の食べ残しを家畜のエサに変える
・フードバンクの活用

③・野菜の皮や切れ端も余すことなく使う
・売れ行きが予想できるプログラムを開発してより細やかな
個数単位で商品を発注する

・廃棄が多いほど処分に税がかかるなどの制度をつくる
・食品ロスに関わる教育の普及

【電気水】
①・つけっぱなし・出しっぱなしがないようこまめに確認
・ベッドのシーツを冷却タイプのものなどにして、エアコン
の使用量を抑える

・毎月の料金を確認・比較する
②・使わない家電のコンセントは抜く
・一度使用した水を植物にあげるなど再度使用
・洗い物は極力汚れを拭き取ってから行う

③・月に何日、夜の何時から電気を消すような決まりを作る
・よく使う照明を省エネタイプのものに変える
・洗濯にはお風呂の残り湯を使用する
・電気代、水道代を高くするか、税を取る
・電気や水を節約することでのメリットを消費者に与える

Aの結果はグラフの通りである。
Bについては多様な意見が出たがここでは、Aの質問で多く票

が集まった、食品ロス、電気・水の2つについて言及することに
した。この2つについての①②③の回答の一部を紹介する。

提案

調査で出たような「もののもったいない」を改善するための行
動をしてもらうにあたり、まずもったいないを知ってもらう必要
がある。これこそが、最終目的である「もったいない運動」の周
知である。
今回私たちは、もったいない運動の具体例を挙げて人々に知っ

てもらうための「もったいない検定」を提案する。
これは、子供から大人まで楽しみながら検定を行うことにより、

もったいない運動を知ってもらい、かつ、もったいない運動を始
めるきっかけとするためのものである。１０項目のもったいない
の具体例に「いつもしている」、「たまにしている」、「まった
くやっていない」のいずれかの評価をし、それぞれに５点、３点、
１点の点数を与える。最高点を５０点とし、得た点数によって称
号が与えられる。



人口減少社会を見据えた農村地域などのコミュニティ維持形成

地域名 :栃木県宇都宮市国本地区

パートナー名 :宇都宮市都市整備部都市計画課

4班 コミュニティデザイン学科 菊池紅音 布宮和花菜

社会基盤デザイン学科 　　冨塚黎 　服部直樹

建築都市デザイン学科 　　木村太陽 外岡良汰

3. 背景

国本西小学校周辺地域には

農地が多く存在している

農地の豊富さを生かして、

農業を中心とした取り組み

が望ましい

①.農地の多さ

1. 目的 2. 方法

国本地区で地域のコミュニティの維持形成、

国本西小学校で生徒数の緩やかな増加を目指す

1st マクロな視点 2nd ミクロな視点 3rd　提案に向けて

ろまんちっく村が近く、遊びや
買い物を楽しむことができる

0 105 15 20 25

新里ねぎ、いちごなどの特産物
があり、農業が盛んである

くにもとまつりが開催されるので
地域内交流ができる

宗円獅子舞が行われるので、地域内での交
流が盛んで、文化的に豊かな生活ができる

栗谷沢ダムが近く、自然
を楽しむことができる

日枝神社があるので日本文化を
身近に感じることができる
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②.空き家問題

4. 分析結果（2nd アンケート結果より）

5. 提案

（1）住宅に人が住む

空き家問題が生まれるまで

（2）居住者の高齢化

（3）担い手不足

　　建物の老朽化

　　

（2）空き家の発生

③. 先進事例その 1
古民家を改修した会員制農

家民宿

メリット

・利用者が特定でき、周辺

住民の方への負担が少ない

・定住化に繋がりやすい

（茨城県常陸大宮市）

④. 先進事例その 2
インバウンド グリーンツーリズム

（群馬県みなかみ町）

内容

効果

農家民泊や農業体験等を内容とす

る教育旅行や一般観光客向けのア

ウトドア等を内容とする旅行商品

を作成・提案

受け入れた観光客は H21 の 2 団体

から H26 に 117 団体に拡大。（う

ち農家民泊の利用者は、51 団体）

ろまんちっく村を活用す

ることで国本地区独自の

魅力を生み出せる可能性

…居住域
…森林

…農業

ろまんちっく村

国本西小学校

国本中央小学校

地域に住んでみたい、住み続けたいと思っても

らえる地域の資源を活かした魅力づくり

少子高齢化や住宅ストック

の余剰等の社会的情勢を背

景に，「空き家等」は増加

傾向にある。 

空き家を生かした提案をす

ることで、負の遺産にする

ことなく、地域コミュニテ

ィ形成に繋げる。

回答者数：34 名

地元住民の方にとっての

国本地区の魅力は何ですか？

（複数回答可）

質問

数年以内に農作物

を育てた経験のあ

る方が約　　　割5

回答者数：15 名

34名中 3人が

専業、兼業農家

みなかみ町体験旅行

観光センター 1階に入居

体験農家民宿敬ちゃんち

台湾の学生も受け入れ

民宿に飾られている
子供達の感謝の声 体験学習所

空き家を活用した農家民泊

内容

・地域が主体となった取組の一助となるよう、
地域の取り組みと連携した事業を提案

・地域が有する資源（魅力）の発信ツールとし
て、さらに、その魅力に触れてもらう機会を創
出することで、地域における交流の促進を図る
とともに、地域を知ってもらうことで定住のき
っかけ（二地域居住）にする

・地域の小学生に加え、都市部に住

む小学生等の農業に触れる機会に

・会員制の農家民宿とすることで、

宿泊客と地域の人の繋がりが深まる

・運営する際に様々な世代

が関わることで、地域のコ

ミュニティ維持形成へ

課題と対応
事業性の確保
・宿泊に対応する空き家改修（初期投資）や、法に基づく年間

営業の上限日数、宿泊を促す低廉な価格設定など、事業として

の成立性に課題　→　事業目的から事業性（利益）を追い求め

るものではないが、赤字にならないレベルの事業性確保を基本

に、地域連携（運営）により運営削減を図る

地域の魅力
・宿泊時（短期間）において、効果的に地域の魅力を知っても

らえるような仕組みが必要　→　季節に応じて地域の魅力を感

じられる体験事業（農業・収穫・味わうなど） を宿泊メニューへ



まちなかの遊び方・楽しみ方を考える(ID 05)
5班 コミュニティデザイン学科 服部和司 八木澤明莉

建築都市デザイン学科 北村海都 長谷川新
社会基盤デザイン学科 土屋友梨珠 山田克彦

背景

目的

2ｎｄサイクルにおいて、アンケート及びヒアリング方式による調

査を行った。アンケートの対象は、若者の中心市街地への意識を知る
という目的のもとで、宇都宮での生活をある程度しているため宇都宮
に認知があり、生活サイクルのデータとして偏りがないと考えられる
ため、文理融合である宇都宮大学地域デザイン科学部3年生を対象と
した。データ数よりも回答の精密さを重視し、30人(男女比=19:11)に
対して調査を行った。アンケートでは「出かけるとき、大学周囲のど
の地域にどの程度の頻度で訪れるのか」「中心市街地に訪れる目的は
何なのか」「中心市街地は賑わっていると思うか」「中心市街地での
イベントをどれだけ知っているか」「イベントを知る方法は何なの
か」「どのような施設・イベントがあれば魅力的だと思うのか」など
を質問した。

私たちの調査の目的は大きく分けて２つである。１つ目は宇都宮
市の中心市街地の現在の状況を知ることである。オリオン通りを中
心とした商店街の集客の様子や、年間を通してどのようなイベント
が行われているか、そしてその集客はどのくらいかを把握する。
２つ目は宇都宮市の中心市街地に対する若者の印象と利用状況を

知ることである。現在の中心市街地についてどのような印象を持っ
ているのか、そして、彼らは何をするために訪れるているのかなど
を把握する。
以上により、若者にとって現在の宇都宮市の中心市街地にはどん

な現存の魅力があるのか、また、そこに本当に賑わいが存在してい
るのかということを調査する。そして、その要因は何かということ
を調査を通して検討し、まちなかの新たな魅力や楽しみ方を私たち
は提案する。

宇都宮市中心市街地
宇都宮まちづくり推進機構

分析結果

提案

地域デザイン科学部の3年生を対象に行っ
たアンケートより、まず中心市街地を訪れる
目的が限定的であることが分かった。図１に
示した通り、宇大生は日常の生活圏を近場の
東口周辺やベルモール付近にとどめ、中心市
街地を訪れる頻度は他のエリアよりも相対的
に低くなっている。それは、目的の多くは買
い物や飲食であるため、あえて中心市街地に
訪れる必要性は低いからだと読み取れる。

方法

最後に、イベントの認知方法については図３に示
した通り、半数が知人の紹介や通りがかりであり自
然と情報を手に入れられる状況ではないことが分
かった。SNSではあまり情報が届いていないことか
ら、身近に情報を手に入れる方法がなくイベント自
体が認知されていないと考えられる。
このように、“情報が手に入らない→中心市街地

についてよく知らない→知らないから行かない→情
報が手に入らない”という循環に加えて、買い物や
飲食は近場で事足りてしまうことが中心市街地の若
者離れを加速させている。

また、図２に示した通り、中心市街地
のイメージに関する調査において、意見
が割れる結果となった。「賑わっていな
い」という意見が多数を占める結果を予
想していたが、それぞれの理由を分析す
ると、あまり訪れたことがないことによ
るイメージの曖昧さがこの結果を生み出
したことが分かる。しかしながら、必ず
しも中心市街地のイメージが悪いという
ことはなく、むしろ訪れたことがない人
にとっては比較的良いイメージを持って
いることが考えられる。

図1.市内エリア毎の訪れる頻度及び
まちなかを訪れる目的に関する調査結果

図2.中心市街地がにぎわっているかに
関する調査結果 図3.イベントの認知方法に関する調査結果

宇都宮市の調査において、宇都宮市中心市街地の空き店舗や事業所数、小売
業年間商品販売額は年々減少傾向にあり、休日交通量は増加している一方で、
平日交通量は伸び悩んでいる。また、居住人口の減少とともに居住者の高齢化
も進行している。中心市街地には既に多数の店やイベントが存在するにもかか
わらず、若者が集まらないことが課題であり、そのための取り組みが求められ
ている。

①【若者（宇大生）を対象とした情報提供・施策】
・学内での情報提供
学生が普段目にする掲示板や宇大情報誌へイベント情報を掲示
→中心市街地を身近に感じる

・SNSでの情報提供
SNSに広告として情報提供
→スマートフォンを日常的に利用する若者に効果的

②【①の運営を行う学生団体の創設】
地域の課題解決を学ぶ特色のある学部があることで、まちづくりに興味のある学生が多いからこそ可能。

①を運営する上で、掲示や広告費の創出、飲食店や著名人への依頼などを行う必要が生まれるため、これ
らを行う学生団体を作る。この活動の資金源として、学生から地域住民や商店街に資金を募ることや、イ
ベント等の開催などが考えられる。調査からイベントの認知方法は「知人の紹介」が有効であることがわ
かったように、学生間での口コミによりまちなかに若者を呼び込めるという利点がある。さらに、まちづ
くりに興味のある学生がまちなかの活性化に参加でき、学びを実践できる場であることや、就職活動や交
友関係が広がるなど利点がある。将来的には、宇都宮市5大学でのまちづくりインカレサークルを目指す。
学生間の交友関係が広がり、学生がまちなかに目を向け、実際に訪れるという仕組みを作り出せる。

情報
提供

運営
団体

・SNS
・動画配信
・学生限定施策

・まちづくり
・インカレ
・継続的な運営

・動画配信サイトからの情報提供
知名度のある人物に中心市街地やイベントの動画を配信を依頼
→大学生への影響力が大きく、まちなかの魅力を知ってもらう

・“学生限定”施策
学生割引や、飲食店等における学生限定プラン
→普段の行動エリアとの差別化、まちなかへ訪れるメリット作り
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⑴ これまでの「あしかが映像まつり」の実施報告
書の分析

⑵ 「あしかが映像まつり」関連イベント参加者へ
のアンケート・運営側へのヒアリング
≪2018年10月27日（土）「聖地！西高文化祭」に
て実施≫

⑶ 他自治体のフィルムコミッション等との比較

あしかが映像まつり ID 06
コミュニティデザイン学科 天貝有希 黒柳ひろと
建築都市デザイン学科 鹿野活弥
社会基盤デザイン学科 佐野凌汰 高石将平

栃木県足利市
足利市役所 総合政策部 映像のまち推進課

背 景

○現在○

「第1回あしかが映像まつり」開催後の翌年（2016
年）市内に「UNITED CINEMAS アシコタウンあし
かが」という映画館がオープン。
→地域経済活性化・新産業集積を目的とし、以
降も第2回・第3回と「あしかが映像まつり」を開催
。今年度で第4回目で、初の年３回開催を試みた
。
→映画ロケ地誘致の体制を整え、スムーズな対
応と地理的な立地から多くの映画関係者から支
持を集める。

交通・広報・食の充実

⑴ 実施報告書より
・年々の来場者数の増加
・上映映画によって来訪者数に偏りがある

⑵ アンケート・ヒアリング調査より
・市内からの来場者が多い→車で来る
・広報活動の強化を求める声が多い
・食の充実を求める声が多い

⑶ 他自治体との比較
○国際比較○
・the U.K. in London ”Secret Cinema”

体験型の映画イベント。空間そのものが映画の世界観を再現
しており、観客とキャストによって物語が変動するタイプの映画
イベント。
・the U.S. in Los Angels “Street Food Cinema”

LAの野外映画祭の中で最も大きい。映画だけでなく、食や音
楽、ゲームなど様々なアクティビティが充実したイベント。
HollywoodがあるLAならではの大規模イベント。

○国内比較○
・静岡県三島市「夜空と交差する空の上映会」

三島スカイウォーク（日本最長の吊り橋）での上映。
・東京都調布市「調布リバーサイドシネマ」

多摩川河川敷で行われる自然に囲まれた中での上映。

○「あしかが映像まつり」開催まで○

足利市に映画館がなかった→市民に映画に触
れ合う機会を提供したい
→「第1回あしかが映像まつり」開催（2015年10
月10日ー12日）

○足利市○

栃木県の南西に所在。群馬県に接している。都
心から近いこともあり、映画撮影地として映画関
係者から愛される土地となる。
一方で車両移動以外のアクセスは良くない。

目 的

・「映像」が「まちの文化」として息づくために「あし
かが映像まつり」はどう進んでいくべきかを考え
る。

・市民の心地よさと観光産業化が共存できる部
分はどこなのか、市民は何を求めているのか、
境界線の把握。

・「足利市の地域資源×映像」によってどんな付
加価値が生まれるかを考える。

分 析 結 果

提 案

方 法

（案１）パロディツアー

・様々な映画のロケ地を活かす

概要：
ロケ地の場所で参加者が映画の中にいるよ
うな体験ができる。動画投稿サイトをはじめと
したInstagramやTwitter等のSNSへの投稿。
（例）「今日から俺は」の教室のセットの中で
学ラン・セーラー服等が着用できる。

注意事項：
予約制にし、使用時間等は管理。

（案２）プロジェクションマッピング

・移動も楽しめるように
・大人の非日常を演出

概要：
「あしかが映像まつり」は３箇所で行われる。
移動の過程も映像で楽しめる空間が作れたら
良いのでは！
「聖地！西校文化祭」では、卒業生にとって母
校であったり、映像空間の中における「学校
（主として高校）」という空間である。「イベント
×食」の関係を利用し、大人のための後夜祭
or前夜祭を企画。また、バレンタインなど漫画
に登場する年間イベントに関連したイベントの
企画。

注意事項：
お酒（ココファームがある）は未成年は禁止。
したがって場合によっては年齢制限をもうける。

（案３）VR等の体験型アクティビティ

概要：
仮想空間の中で、物語の中の有名人やそれ
を演じている俳優・女優さんと同じ空間に身を
おくようなアクティビティの設置。



・足利美人コース
　「健康増進の延長に綺麗になる」というコンセプトのもと、
足利市内を中心に散策するコースとなっている。本来の目的
である健康増進をテーマにしつつ若者も参加したいと思わせる
ようなコースを作りたい、という思いから発案した。敷地が広
く人が集まりやすい足利市陸上競技場をスタート /ゴールに設
定、鑁阿寺、足利学校に向かって進んで行く。このコースはた
だ歩くだけではなく、足利大通り沿いのお店の散策や屋台等で
健康を意識した軽食の販売を行って、人々に健康増進をより身
近に感じてもらうことも視野に入れている。その後、縁結びの
神がいる織姫神社から足利の景色を一望する。最後に美人証明
を発行している本城厳島神社を巡り、足利市陸上競技場に戻る。

JR 足利駅の北側を歩くコース ( 森高千里コース )、南側を歩くコース ( 足利美人コース ) に分かれているため、足利の魅力を十分に
盛り込んだ案になっている。

⬇

　歩き愛ですとは、GS世代研究会が主催のウォーキングイベントで、1000 円で専
用の歩数計を買っていただき、それを参加費として 10000 歩以上のコースを歩き、
健康増進を促すイベントである。これは、西日本中心に各地で開催されており、10
000 歩達成すると景品がもらえるほか、様々なお店で優待サービスが受けられる。
　足利市では一昨年、昨年、今年と 3年連続で開催しており、規模は歩き愛ですの
イベントの中でも最大となっている。足利歩き愛ですは足利の寺社を巡るコースで、
参加者の約８割が 50～70 代である。チェックポイントでクイズに答えるとボーナス
歩数が獲得でき、実際の歩数と合計して 20000 歩を超えると抽選くじに参加できる。
また、徒歩コースは新日本歩く紀行 100 選シリーズの文化の道 100 選に認定されてい
る。しかし、一昨年から今年の開催まで同じコースを歩いているので、話題性に乏し
い、リピーターの減少、といった問題が挙げられた。そこで今回、７班では新しい足
利歩き愛ですのルート案を考案することになった。

足利歩き愛ですの開催地域の選定
地域名  足利市

パートナー名　足利市役所健康増進課

７班　コミュニティデザイン学科　為我井樹里　木津英美里
　　　建築都市デザイン学科　　　小林岳　佐藤杏菜
　　　社会基盤デザイン学科　　　坂部大成

Background Purpose

Method

Proposal

Result of analysis

　足利歩き愛です開催によって住民の健康推進に
よる医療費抑制や地域住民の地元を愛でる意識の
醸成を行うことが出来る。これらの観点から、足
利市では、身体の健康だけでなく生きがいを持っ
て生活出来る状態を「健幸」と定義し、歩くこと
を基本としたまちづくり活動を指す「スマートウ
ェルネスシティ」を目指している。新ルートの設
定により、足利歩き愛ですを魅力あるイベントに
して、多くの住民に参加してもらい、スマートウ
ェルネスシティの実現に近づけることが目的であ
る。

主に JR 足利駅周辺地域の現地調査を行った。以降時系列順にまとめる。

2018/05/19( 土 ) 第１回現地調査
　第 1回、第 2回足利歩き愛ですで使用したコース（鑁阿寺～心通院～
本城厳島神社～長林寺～西宮神社～常念寺～福厳寺～友愛会館～まちな
か遊学館～太平記館～鑁阿寺）をパートナーと実際に歩いた。
2018/10/09( 火 ) 第 2 回現地調査
　第 1回現地調査で出た改善点をまとめ、自分たちで作成したルートを
実際に歩いた。
・1案　中橋緑地～渡良瀬橋～八雲神社～森高千里の公衆電話～中橋緑地
・2案　JR 足利駅～鑁阿寺～心通院～本城厳島神社～織姫神社～JR 足利駅
2018/10/23( 火 ) 第 3 回現地調査
　足利市の地域資源の発掘をするためにパートナーの紹介のもと JR 足利駅
以北～ココファームワイナリーを中心に調査を行った。
2018/12/19( 水 ) 実行委員会への参加
　第 2回足利歩き愛です実行委員会に参加。ルートの最終案を発表し、評
価を頂いた。
2019/01/20( 日 ) 第 4 回現地調査
　第 3回足利歩き愛です開催日。一般客として参加しコースを歩く。

・森高千里コース
　足利市の観光大使を務める歌手の森高千里さんの名曲「渡
良瀬橋」のゆかりの地を中心に散策するコースになっている。
足利市民にも親しまれているため、コースとして取り入れた
いという意見から発案された。JR 足利駅からも徒歩で行くこ
とが出来る中橋緑地をスタート /ゴールに設定し、東武足利
駅方面に向かって歩いて行く。途中、新生児の無病息災を願
うペタンコ祭りの会場となった浅間神社から足利の眺めを一
望出来る。そして、歌のタイトルにもなった渡良瀬橋を歩い
て行く。その後、八雲神社に向かって歩いて行く。ここは渡
良瀬橋の歌詞の中で「今でも八雲神社へお参りするとあなた
のこと祈るわ」と描写されている。また、進んで行くと、「床
屋の角にポツンとある公衆電話覚えてますか」の歌詞にある
公衆電話を見て中橋緑地へと戻って行く。

2018/5/19( 土 ) の第 1回現地調査より今までのルートの良い点や解決すべき点についてそれぞれ意見を出した。チェックポイント間が長く
飽きてしまう、このコースでは高齢者しか来てくれないのではないか、道やチェックポイントがわかりづらいなどという意見が出た。これ
を元に 7班では若者が来たいと思えるコース、子供向けのコースなど 8コース考えた。しかし「歩き愛です」全体について調べたり、
パートナーさんたちと話していく中で足利歩き愛ですは他の開催地に比べアクティブシニア世代のリピーターが多いことやロゲイニングと
言う若い世代向けのイベントが他にあることから、3rd cycle では高齢者に向けた提案の作成を行った。最終的には誰でも楽しめ、市
内の人からも親しまれている森高千里さんの歌になぞらえたコースと、私たちが今まで考えてきた若者に来てもらえるコースとして健康の
先に美しさがあると言うコンセプトの足利美人コースの２つを提案する。



0

150000

1948 1978 2013
0

7%

14%
100000

50000

空き家によるエリアリノベーション
栃木市住宅課
赤羽根 様

コミュニティデザイン学科　大木智哉　後藤憲二
建築都市デザイン学科　　　赤川英之　大場稜平
社会基盤デザイン学科　　　櫻井拓也　依田さやか

8班

　2013年までの全国の人口・空き家
の推移を見ると、人口減少に伴う空
き家数の増加が顕著であり、社会問
題となっている。当問題に対して、
栃木市は先進的に「空き家バンク制
度」「補助金制度」「移住体験施設
」などに取り組み、積極的に栃木市
への移住、空き家の利活用を進めて
いる。しかし、現地調査で訪れると
、ミツワ通り商店街は付近の大通り
と巴波川沿いに比べ空き家・空地が
目立ち、取り組みがなかなか行き届
いていない印象を受けた。私たちは
、中心市街地に位置しているにも関
わらず、周辺と比べ課題が残るミツ
ワ通り商店街を活動の対象とした。

　ミツワ通り商店街は、観光地として栄えている栃木市大通りと巴
波川に挟まれており、エリアとして可能性を秘めている。このエリ
アの改善は、中心市街地の発展に繋がると考えられる。

　ミツワ通り商店街にま
つわるイメージ、栃木市
に対する住民の要望を明
らかにするため、ミツワ
通り商店街を含む自治会
に加盟する約80世帯に対
してアンケートを行う。

ミツワ通りと栃木市大通
り周辺について、以下の
3点を調査する。

図3　調査対象地区

　ミツワ通り商店街の印象につい
て、回答者全員が寂れている、や
や寂れていると回答した。利用頻
度に関して、約半数が利用してい
ないと回答し、週に2,3日以上利用
する答えも4人という結果に。利用
していた施設には、現在はミツワ
通りから撤退してしまった施設を
記入している例もあり、利用され
なくなったことが分かった。

　ミツワ通り全体を改善するためには、いくつかある空き家が別
々に運営されるのではなく、全体が一つのサイクルで運営される
エリアリノベーションが必要がある。ここでは、空き家のリノベ
ーションとそれらを持続可能にするための制度を提案する。

　アンケート結果より、住民の方でもミツワ通りの利用は少なくあ
まりいいイメージがないことから問題を抱えたエリアであることが
確認できた。エリアリサーチより、地価の安いミツワ通りに新しい
お店が参入してこないのは、そのエリアに集客を見込めるプログラ
ムが備わっていないことが原因の１つであると考える。そのため、
地域住民の声を反映した集客プログラムを導入する必要があると考
える。

　空き家はミツワ通りに面した
建物で10件であり、30%である。

　建物は、昭和40,50年に建てら
れたものである。空き家は大通
りと巴波川に比べ、通りに面し
た空き家が多く見受けられた。

ミツワ通り商店街の地価
　栃木市大通りと比較すると
1㎡あたり6千～10千円程安い。

図4　ミツワ通りの印象

図5　利用頻度について

 %

 %

　現在、空き家バンク制度が
運用されているが、さらにエ
リアごとに市や自治会、デザ
イナーが話し合ってコンセプ
トを決めることで、そのエリ
アの景観やニーズに合った空
き家活用を進める。また、居
住を目的とする人のみならず
、事業を目的とする人も空き
家利用者の対象とする。

食堂のほかに、広場と組み合わせ、ワークショ
ップ等のイベントを行える広さを用意。

通りに対して大きな開口部を持っている建物を
本屋に、古くなった木造家屋を学習室とする。
近隣の小学校、高校から学生を呼び込む場。

若者が働けるようなオフィス空間を用意する。
市外へ偏っていた若者を呼び込む。

図6　食堂・広場 図7　本屋・学習室 図8　オフィス

図2　移住体験施設（ヤドカリの家）

図1　空き家・人口の変化（全国）

図9　仕組みダイアグラム



　栃木地域の中心市街地である蔵の町大通り周
辺は歴史的建造物が残る「蔵の町」として有名で
あり、中心部の�つの商店街で栃木市商店会連合
会を形成している。
　近年では商店会に属する店舗の減少、イベント

のマンネリ化などから賑わいが低下しており、それ
に従い商店会会員数も減少している。（図１）
一方で、毎年新規出店者がいたり（図�）、ビジネ
スプランコンテスト（図�）を行っていたりと、賑わ
いを取り戻す要素もある。
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商店会のイベントに集客効果や販売促進効果が期
待できるものが必要だと思われる

観光地としての商店会より地元住民に根差した商店
会にするのもよいのでは

新規出店の希望者も多いが、事業計画の経済的部分
の難しさ感じる

新規出店用の空き店舗を待っている方もいる

新規店舗の若い人々はなかなかイベントに参加しづ
らい状況にある

顧客獲得、後継者不足の解消、お店同士の交流を目
的に「まちゼミ」というイベントを去年初めて行った

お店はやっていないシャッター店はあるが、人が住ん
でいるため、貸したいという積極的な声は無い

商店会の全店主が集まる機会は�年に�回ある総会
のみ

地元住民、観光客向けを両立した商店会を作りたい

使い道に対して細かい指示
は行っていない

商店会連合会との関係
　活動に対する補助金支出
　➡

各商店会との関係
　各商店会ごとの話し合いには参
　加していない

　➡直接的な関りはない

イベント時の人的・物的支援

定期総会や新年会等に職員が参
加している

事務作業の補助

財政面
イベント運営の補助

観光客向けと
地元住民向けを
両立させたい

地元住民の
ニーズを優先
地元住民の
ニーズを優先

採算が取れる
ことを重要視

多くの事業
の参入を望む 意見の相違

が共有されて
いない

意見の相違
が共有されて
いない

つながりが薄いつながりが薄い

3機関が
集まる
機会が少ない

3機関が
集まる
機会が少ない

　�者へのヒアリング調査より商工会議所と
商店会連合会の意見の共有不足が見受けら
れ、私たちは少しでも意見を共有するように
努めることがこれからの商店会の魅力が増え
ることにつながるのではないかと考えた。

必要であれば話し合いの場を設ける

イベントごとにしか�機関が話し合う機会が
無いのはこれからの発展につながらない
→イベント以外のことに関する意見共有

各�機関に交代制で商店会に関する議題を考
えてもらい、メールや文書などで提示し、それ
を匿名で意見を書いてもらい回収

機関が共通して見れるサイトやメールなどで
掲示する

新規出店希望者のスムーズな出店のため
新規と古参、店主同士の関わりを増やすこと
で仲間意識を強めるため

今まで通り、新規出店希望者のプランを、市
や商工会議所で聞き取りを行うが、商店会に
も情報を共有し、意見を仰ぐ

新規出店希望者が商店会の人にアドバイスや
意見を求めたり、相談ができたりするようなシ
ステムづくり

どのようなお店が出店するべきかを商店街に
関わる人たちで意見を出し合う場をつくるた
め

現状行われているビジネスプランコンテストと
は別に、対象地を商店街に絞ったコンテスト
を開催

商店会連合会、商工会議所、市役所からそれ
ぞれ審査員を選出

商店会に必要なビジネスプランを見つける

2． 3機関での新事業希望者サポート 3． 蔵の町商店会ビジネスプランコンテスト



図２　伝統工芸士の共通の思い

写真１とちぎの伝統工芸品展 in ベルモール
栃木の樽（左）・都賀の座敷帚（右）

写真３　体験での感想（上から箒・提灯・樽）

作業工程が多く、
本当に大変だった。

　栃木市における伝統工芸品の課題である①需要の減少②後継者不足の 2点を検証し、これらを解決する方法を提案する。（図１参照）

　栃木市の伝統工芸品がどのようなもの
か知るためにまずは事前学習としてネッ
ト検索し知識をつけた。次に伝統工芸士
の方々を直接訪ねて伝統工芸品に対する
想いや、私たちが想定する伝統工芸品の
課題への考えをヒヤリング調査した。

第第
１
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ク
ル

第
２
サ
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 　（1）魅力を伝えるターゲットを絞るた
め、人々は伝統工芸品のどのような部分
に魅力を感じるのかを知るためにとちぎ
の伝統工芸品展 in ベルモール（写真１
参照）という伝統工芸品のイベントでヒ
ヤリングを行った。
　（2）実際に地域おこしを行っている方
はどのような方法で誰に発信しているの
かを知り自分たちなりの魅力の広め方を
模索するため栃木市の地域おこし協力隊
の方（写真２参照）にヒヤリング調査を
行った。

　（1） 自分たちなりの「楽しさ」を発見す
るために伝統工芸品の制作体験を行った。
　（2） 魅力を伝えるために体験を元にした
チラシと動画を作成した。

提案

栃木市
栃木市役所　商業振興課　

コミュニティデザイン学科　野村　碧　　松本　じゅり
建築都市デザイン学科　　　上條　裕太　富永　有輝子
社会基盤デザイン学科　　　左部　晃司　渡邊　唯　

匠の技（伝統工芸）のこれからを探る
10 班

　伝統工芸品は、高度経済成長とそれに伴う生活様式・
雇用の変化によって生産額・従事者数ともに大きく減少
し、その後横ばいで徐々に減少している。（表１・２参照）
伝統工芸品が５つある栃木市においてもその存続が問題
視されており、特に需要の減少と後継者不足が課題と考
えられていた。

第
３
サ
イ
ク
ル

表１　伝統的工芸品産業の推移

表２　平成 24 年度の伝統的工芸品の生産額・企業数・従事者数

表面がボコボコしてて
塗るのが難しい

力加減が難しくて
上手くなれるのに

時間がかかりました。

図１　背景での私たち 10 班・パートナー・伝統工芸士
との関係　

写真２　栃木市の活動家

写真４　樽のチラシ表（左）・樽のチラシ裏（右）

　（1）それぞれの感想（写真３参照）
　
　（2）チラシのメリットは配布エリアを自由に選定できるこ
とや直接手に届きじっくり見てもらえること。
デメリットは看板などに比べ常に目につくわけではないため
持続的な効果がないことがある。
一方 SNS 広告のメリットは多数の写真や動画をアップロード
できることや世界各国からアクセスが可能であることで、デ
メリットは信頼度が低く見られやすいことがあげられる。私
たちはターゲットを 30~60 代の女性に絞りそれらの人に確実
に情報が届くようにしたかったため広告媒体としてチラシを
選んだ。

サイクルごとの目的・方法　　

　（1） イベント来場者は 30 ～ 60 代の女性が多く、伝統工芸品
の実用性に惹かれることがわかった。このことから、30 ～ 60
代の女性は家庭で使えるものに対してアンテナが高いことに加
え身の回りの人への拡散力があると考えターゲットを 30 ～ 60
代の女性の方々に絞れば伝統工芸品の認知度を上げることがで
きるのではないかと考えた。
　（2） 地域おこし協力隊の方々は、楽しみながら自主的に・身
近な場所で身近な人たちと・伝統工芸品の体験講座の企画や制
作体験の動画作成などの活動を通して魅力を発信しているとい
うことがわかった。このことからまずは自分たちの身近な人や
地元（栃木市）の人に知ってもらい、自分たちも体験すること
で私たちなりの「楽しさ」を発見し、伝える必要があると考えた。

　需要の減少と後継者不足に対する課題意識は伝統工芸品に
よって様々だったことから私たちがこれらの課題を直接的に解
決できることは少ないのではないかと考えた。しかしヒヤリン
グ調査のなかで伝統工芸士の方々は共通して「自分たちの伝統
工芸品を多くの人に知ってもらいたい」という想いを抱いてい
ることがわかった。（図２参照）そこで市役所から与えられた
課題を解決するために多くの人が伝統工芸品の魅力を知れば理
解者が増え、需要の減少・後継者不足の解消に役立つのではな
いかという仮説をたて、「伝統工芸品の魅力を多くの人に伝え
る」という課題を再設定した。

結果

背景

目的

〇チラシ
　・表には、伝統工芸品のデザインを描く。
　・裏には、伝統工芸品の実際の使用方法を書く。
　・体験で感想を書く。

〇動画
　・アテレコやテロップを入れて伝わりやすくした。
　・YouTube に動画を載せてだれでも見れるようにした。
　・そのQRコードをチラシ載せた。



背景 目的

方法

地域住民同士のつながり減少
高齢者が安心できる生活の支え手の減少

全国的に少子高齢化・人口減少が起こっていて、栃木市も例に漏れず
少子高齢化が発生している。「団塊の世代」と呼ばれる方々が高齢者
に含まれるようになったが、人口減少や生活の多様化により地域の中
のつながりが希薄になり、以前には生活の中に自然に存在していたお
年寄りを見守るという体制がなくなりつつある。このままでは、これ
から先増えていく一人暮らしのお年寄りまたは高齢者のみの世帯の人
たちが、安心して慣れ親しんできた土地で暮らしていくことが困難に
なってくるだろう。従って、高齢者の方たちの地域との社会的つなが
りが必要である。

住み慣れた地域で安心して暮らすために地域住民同士でつながり支え
合うにはどうしたらよいのか

栃木市万町田村小路自治会は栃木市で一番古い自治会で、かつては映
画館や駄菓子屋などが子どもたちで賑わっていた。現在では以前のよ
うな賑わいは見られず、空き店舗や駐車場が多く人通りは少ない。古
い住宅に長く住み続けている高齢者が、将来に不安を抱えながら生活
している状況である。このような地域で、どのようなまちづくりが求
められているのか。わたしたちはまず、住民からまちの歴史と今につ
いてとまちづくりのニーズを聞いた。それを踏まえてわたしたちの目
的を「以前のような住民同士のつながりを再生するため、地域交流の
きっかけ作り」とした。

提案

分析結果

支え合い活動だけでなく、地域を盛り上げるイベントや行事、人が集
まりやすい環境(ハード面)が必要

万町では「栃木市地域支え合い活動」として見守り活動がおこなわれ
ているが、子どもの減少による子ども会の消滅や進む高齢化によって
住民のつながりと支え合いは難しい局面を迎えている。また、田村小
路自治会では、住民のためのイベント（ラジオ体操、将棋教室など）
が開催されているが、参加する人は限られており子どもがいないため
に継続が難しいという話もあった。
地域を盛り上げるイベントや行事について住民に要望をきいてみたと
ころ、「幅広い年代が楽しめるイベントをしてほしい」という声が

あがった。
また、人が集まる場所として街中の

ある 駄菓子屋とその手前の空いたスペース
があった。 は、子どもから高齢者までが交流でき

る場所として候補に挙がった。

交流のきっかけを作るためのハードと仕組みの提案

・イベントの提案
自治会のイベントや行事が開催される「公民館」

→既存の活動だけでは同じメンバーしか集まらない
⇒幅広い年代が楽しめるイベント
「スポーツイベント」（卓球…隣の自治会と共同で開催）
「音楽教室」（楽器、合唱）住民が先生となり指導

・環境整備の提案
空き店舗や駐車場が目立つ、狭い道が多い

→活気が感じられない、安心して散歩できず出歩く人が少ない
⇒空き地を利用し、共有スペースを整備
「立ち話スペース」
⇒車通りが少ない細道を整備
「散歩コース」

住み慣れた地域で安心して暮らしていける支え合いのまちづくり

11班 コミュニティデザイン学科 狩野里奈 矢辺彩香
建築都市デザイン学科 小林未奈 杤澤康太
社会基盤デザイン学科 小幡竜馬

栃木市 地域包括ケア推進課

19％

68％

13％

1990年 年代別人口割合

栃木市
15歳未満

15～64歳

65歳以上

12%

59％

29%

2015年 年代別人口割合

栃木市
15歳未満

15～64歳

65歳以上

注：総務省 国勢調査の人口推計データを用いて作成

現地概要の調査

地域への聞き取り調査 他地域の事例調査

提案

･市役所
･自治会内のまち歩き

･地域交流イベント
･見守り事業

･自治会役員とミニWS
･ヒアリング調査
･Mapping

全国で行われている、他の自治会の取り組みを調べる

地域でのヒアリング調査を行う

町中の駄菓子
屋の様子



選挙へいこう栃木市

背景

調査結果

提言

パートナー
栃木市選挙管理委員会
渡辺智恵子様

１２班
建築都市デザイン 榊原・八木澤
コミュニティデザイン 三野原・藤又
社会基盤デザイン 長谷部

目的
近年、若者の投票率低下が問題として取

り上げられていることが増えている。また、
選挙権が18歳に引き下げられたこともあり、
各自治体･政府が若者へ対する啓発活動を行

う機会が増えてきた。このような現状を踏まえ、今回
は若者の投票率向上を目指した
解決策を栃木市の選挙管理委員
会と協力して提案することとな
った。栃木市も例外ではなく、
未成年の投票率は全国平均より
も低い値になってしまっている
ことが現状である。

方法
栃木市の若者は政治に関心

を持っているのか、若者の投
票率低下の原因が何であるの
か、また現在行われている投

票率向上の取り組みに有用性があるのか、
またどのような意識が政治への関心につ
ながるのかを調査し、それを踏まえて若
者の投票率をあげるためのアイディアを
提言を出すことが目的である。

・栃木市にある
高校(栃木女
子高等学校・
栃木工業高等

学校)を対象にアンケート
合計230名

・新栃木駅を利用する高校
生への街頭インタビュー
合計２２名

・既存研究の分析、調査

相
関
係
数

アンケート調査を実施したうえで分かっ
たこと

期日前投票を知っている人ほど不在者投票制度
を知っている。

義務感を感じていない人ほど選挙に行かない。

面倒だと感じる人ほど選挙に行かない。

支持したい人がいないほど選挙に行かない。

国、県、市政に関心がない人ほど政治
に関する授業は嫌いな傾向にある。

関心がある
39%

関心がない 61%

我々は高校生を対象ア
ンケートやインタビュー
を実施し調査を行った。
その中の国や県や市政へ
の関心を示す結果を図１

に示す。この図をみると、国政・県・市政
に関心を持たない人が６割以上いるという
結果になった。これは政治そのものに関心
がないという人が多かったということだが、
この結果の原因を我々で議論し深堀してい
くと政治に関心がない以前に民主主義的な
決定過程に主体的に参画する機会がそもそ
も少ないのではないかと考えた。

表１ アンケートで相関関係がみられた項目また、アンケートで相関関係
がみられた項目、加えてその相
関係数を表１に示す。なお、相
関係数の測定値をｔと置いたと
き、ｔ＜－０．５、０．５＜ｔ
の場合において相関関係がみら
れたと判断した。
表１を見ると、義務感を感じ

ていない人ほど選挙に行かない
という分析結果となった。この
ことから若者が選挙という意志
決定過程に義務感を感じるよう
になれば選挙にいく可能性が高
まることが予想される。
また政治に関心がないことと、

政治の授業が嫌いなことに関し
て相関関係がみられることがわ
かる。よって教育面で政治への
関心を向上させる策を提示する
ことで、逆説的に政治への関心
が向上し目標である投票率の増
加につながるのではないかと考
える。

生徒会の権
限を上げる

生徒会に
よる改善
案の提案

その案を
踏まえて
投票

案が生徒
会によっ
て実行さ
れる

自分の学
校生活や
環境が変
わる

自分が票
を投じる
ことで効
果がある
と実感す
る→有効
性感覚

・投票に意味が
あると実感する

・実社会の仕組
みに対しても関
心を持つきっか
けになる

・義務感，責任
感が生まれる

投票に行
く

これらの結果から、
我々は「生徒会の権限
を高める」ことを提言
する。自分が投票する
ことで効果があるとい

う実感、いわゆる政治的有効性感覚を高
めることによって若者の投票率を向上さ
せることができるならば、生徒会という
学校の中で行われる民主主義の意思決定
過程において生徒が関心を持つようなレ
ベルの学校の規則を作ったり、変えたり、
廃止したりすることができるような権限
を与えることで生徒たちは自分たちで考
え、自分たちで行動し、自分たちでその
ルールを守っていくことができるように
なり、ゆくゆくは政治・選挙にも関心を
もつきっかけになってくれるのではない
だろうか。この提言から投票に行くよう
になるまでのプロセスを表２に示す。

表２ 投票に行くようになるまでのプロセス

図１ 政治への関心に関する分析結果
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背景
自治会は、日ごろの住民同士の交流を通じて連帯感を深め、生活環境の維持や地域の

防犯・防災対策などを行うことで住民同士でともに助け合う体制を作り、住みよいまち
づくりを進めていくことを目的としている。また、行政と住民との情報伝達や住民同士
の情報の共有などの役割も持っている。

1st

3rd

②若者だけの組織を作る

3rdからわかったこと
3rdサイクルで行ったインタビューから、若者たちは自治会に対して、
・地域でのつながりを得る場
・自らが行う活動の場所を提供してくれる
こういった役割を期待していることが分かった。

どういう組織か？
・自治会の下部組織の一つ
・若者が集まる場を作り、提供する
・ＨＰなどで加入者を募集することで、加入するまでの手間を減らす

自治会加入率向上に向けた調査研究
14班 コミュニティデザイン学科 松山駿汰

建築都市デザイン学科 久保優太 千葉佑樹
社会基盤デザイン学科 小野俊平 馬場春華

鹿沼市
鹿沼自治会連合会

提案2

自治会の活動
・イベント会場の確保
・イベントの清掃 など

若者達の活動
・食事会
・趣味集まり（サークル）
・ツアー など

〇目的
自治会の役割、取り組み、加入状況、課題について把握する。

〇方法
鹿沼市の自治会の会長の方々と打ち合わせを行った。

〇分析結果
現在の自治会の課題は以下のようなものだとわかった。
・少子化による人口減少、会員数減少
・高齢化による役員の担い手不足
・若者の自治会離れ
・地域間の加入率の差、活動の温度差

2nd
〇目的
1stサイクルでの分析から、自治会に加入していない層の特徴として
・1人暮らし
・その地に定住しない
という点が共通しているとわかった。彼らがなぜ、加入しないのか、その理由を調査する。

〇方法
1人暮らしでその地に定住しないという点で共通している一人暮らしの大学生50人に対して、ヒアリ
ング調査を行った。ヒアリング対象者には、はじめに自治会の役割や加入した際のメリットなどを
簡単に説明し、自治会に加入しているかどうかとその理由、将来的に加入する予定はあるかどう
かなどを質問した。

〇分析結果
ヒアリングを行った50人全員が自治会に加入していなかった。
そのうち、将来的に加入したいと答えた人は26人、加入したいと思わないと答えた人は24人だった。
その理由は以下の通りである。

加入したい
・自分が家庭を持ったら入りたい

加入したいと思わない
・地域の助けを必要と思わない
・SNSでのつながりで十分

また、ヒアリングを行う中で、自治会について自分から調べないとわからない、自治会からの情報
拡散が必要といった声が多く上がったことから、自治会の情報が住民に届けられないことが加入
率が低い原因だと考えた。

自治会の活動内容をより具体的に発信することで自治会に関心がなく入る必要がない、と考えて
いる人たちにも興味を持ってもらえると考えた。

〇目的
鹿沼市に住んでいる若者が、自治体にどのようなイメージを持っており、また、どのような役
割を期待しているのかを調べる。

〇方法
鹿沼市に在住しており、かつ自治会に加入していない若者にインタビューを行う。
調査対象者は20代女性、30代男性、40代男性の3名で、いずれも未婚者である。

〇分析結果
以下がインタビュー結果のまとめである。
・実家では自治会に加入していた。
・自治会に加入する必要性を感じていない。
→自治会の形が現代とあっていない、入らなくても生きていける。
・自治会から勧誘されたこともない。
→入らなければいけないのかどうかすらわからない。
・お年寄りが多く入りづらそうというイメージを持っている。
・加入しても掃除などをやらされるだけではないか？
→自治会という場を自分の活動のために利用できたらよい。
・具体的に自治会が何をしているのか知らない。
・将来的に加入する予定はあるか、という質問に対して実益があれば入るという人もいた。
→絶対に加入しないということはない。

インタビューの結果を受けて、お年寄りが多く入りづらそうというイメージを払拭し、かつ若者
が自発的に自治会という場を活用できるよう若者だけのグループを作ることで、若者の自治
会加入率を上げられるのではないかと考えた。

提案

①チラシを新しく作り直す

共同
・清掃
・祭りの運営の補助 など

図6 二つの組織の活動のイメージ

防犯
防犯灯の設置

清掃
ゴミ捨て場の清掃

防災
避難訓練の実施

子ども
登下校の見守り

図2 大学生の自治会に加入していない理由 図3 大学生の将来自治会に加入する予定の有無

図1 自治会が行っていることの例

図5 新しく提案するチラシ図4 元々配っていたチラシ

問題点①
文字が多く見づらい。

問題点②
活動内容のイメージ
がつかみづらい。

変更点②
加入率を数字で示す
ことで加入を促す。

変更点①
文字を少なくし、
見やすくした。

変更点③
写真を掲載することで、
活動のイメージを
わかりやすく伝える。

変更点④
連絡先を大きくし、
目立たせる。



鹿沼市
鹿沼市文化協会　　鹿沼市役所  文化課

15班　　コミュニティデザイン学科　田野辺真奈　湯本優花
建築都市デザイン学科　青木香緒里
社会基盤デザイン学科　空本健太郎　野沢哲哉

▽背景　～鹿沼市文化協会とは～
　鹿沼市は、県西部に位置し、昔から自然と文化に
彩られたまちとして栄え、バランスのとれた暮らし
やすいまちとして発展した。そのため、友人や同じ
趣味の仲間が集まったサークルが地域内にいくつも存在して
おり、各サークルで活動の情報を共有したいという思いをきっかけに、
鹿沼市文化協会が設立された｡
　鹿沼市文化協会は昨年、40 周年をむかえたが、組織全体の高齢化と
会員数の減少という問題があり、協会の存続・発展には現会員より若
い世代の加入が不可欠となった。最近では、ダンスやイラスト･漫画な
どの新部門を開拓し、若者の加入を増やす取り組みをしているが、若
者の会員数は増加傾向にないことが現状である。

　協会として将来への危機感をもっていることが明らかになった。また、
会長・副会長の思う文化協会入会のメリットは、学生時代のサークル活
動や趣味を、何十年後かに再開できる場の一つであるため、新規会員の
ターゲットとしては 50 代頃だという。（若者＝50 代）

｢学生は文化協会をどう思っているのか｣といった疑問を聞き、私たちと
しては｢存在を知らない、知る機会がない｣という事が大きく、世代間の
認識の差も発見できた。学生の認知度を上げるための活動も、将来の新
規加入者獲得に影響すると考えられる。

▽分析結果
①インタビュー結果

▽方法

・鹿沼市文化協会通常総会に参加
・調査内容：協会員側はどのように文化協会の現状をとらえている

のかについての確認

②アンケート結果

①インタビュー（5/19）

②アンケート（10/18 ～ 28）
・調査対象：文化協会役員 46 名
・主な内容：回答者自身について、入会について、交流機会について
③アンケート結果報告・追加調査（12/13）
・アンケート結果の報告とそれに対する意見・感想
・現段階での解決策の提案とそれに対する意見・感想

▽目的

   

 

役員の現在の年齢
49歳以
下
50歳代

60歳代

70歳代

80歳以
上

入会時の年齢
文化協会の満足度

とても満足している まあまあ満足している

あまり満足していない 全く満足していない

▽提案

・入会のきっかけ→文化協会に知り合いがいた。

・部門への興味より人間関係を重視して加入している。

・文化協会内外の交流は部門によってばらつきがある。
（市や県の大会等の機会がある団体は交流がある。)

 ・『若者がほしい』  ⇔  『年齢層のギャップがあり気をつかう』
（若者の参加を求める声が多いが、明確な若者の定義が不明）

○マルシェ

○ＨＰの作成

○市民文化祭

○文化協会の方々

例）花木センター
　　（そば祭り、子供向けイベント等）
　　あぜみち（直売所）

○学生参加型企画

「文化協会の存在と活動は、市民の文化振興を促していて、協会が
社会的意義があるものだという認識を協会内外に広めること」が
全体目標としてある。
１st  Cycle では、提示された課題の実際を確認して、
協会員側はどのように文化協会の現状をとらえているのかを確認し、
２nd Cycle では、協会があるメリット、存在意義を明確化し、
協会内の高齢化・会員数減少の課題解決へ繋げることを目的とした。

⇒イベント参加で認知度UP

「やりたいけどできる人がいない」
・市役所の方にお願いする
・他の団体に協力してもらう
・雇う
・講座を受ける

短期集中型にする
出店を出す

○高齢者サロン

⇒50 代、60 代の人とつながるきっかけ

例１） 協会でイベントを実施
→内容について共に考える
実行委員的存在になる

例 2） 小中学校の授業で講師（俳句など）

⇒若い世代の認知度UP

⇒より多くの人を呼び込む

⇒協会に興味を持ってくれた人への情報

文化協会とは
「市民の文化振興促進の役割」
　「社会的意義があるもの」

→ 協会員で自覚のある人は
　　　　少ない

意識改革の必要性

外部との交流、イベント参加によって
自覚を持つ（認知度UPにもつながる）

趣味の延長で人に教える活動をしている人が多い
   協会員が出向いて、サロンの活動をより充実させ、
   勧誘も行う。

文化芸術団体における後継者育成に関して

2018年度鹿沼市民文化祭の様子

あまり満足して
いない人が
1/3 以上いる

③20 代を求める声も



JR日光駅

JR宇都宮駅

JR下野大沢駅

背景

生活スタイルや価値観の多様化に伴い，地域内での交流が乏しい．

地域コミュニケーションの希薄化

目的

提案

提案のその先：4thcycle

パートナー 日光市社会福祉協議会 Gr.指導教員 古賀誉章先生 協力 地域デザインセンター

私たちの班は，多くの方々のご協力のおかげもあり提案にとどまら
ず実施に至ることができた．まずはモノの充実としてベンチを作成
した．次に，コト(きっかけづくり)として作成したベンチの完成＆
設置セレモニーを行い地域の方々へのまちの縁側の周知とともに１
年間の活動報告を行った．また，縁側マップは今後まちの縁側と認
定された場所が増え次第作成する予定でいるため，今回のものはサ
ンプル版になっている．このマップを作成・活用することでまちの
縁側が見える化できるため，今後のまちの縁側に関する分布等の情
報の分析に役立ち，推進にもつながると考えている．

御協力頂いた地域の方々

クラス指導教員 中島史郎先生 / 佐藤栄治先生

下野大沢駅周辺にお住いの方々 / セブンイレブン日光土沢店店長 吉井佑樹様 / さがみや代表取締役 原田聡様

プロジェクトの概要

まちの縁側は旧今市市の全
エリアを対象範囲としてプ
ロジェクトの推進を行って
おり，今回私たちが1年間
かけて調査・提案するのは
今市エリアの中の「下野大
沢駅周辺」である(図1)．
下野大沢駅周辺は，スーパ
ーやコンビニ，銀行，診療
所などが揃っており比較的
生活しやすい環境である．

対象とするエリア

まちの縁側とは

自然発生的に人が集う場のことであり，昔ながらの日本の家屋にあ
る「縁側」のように，お茶を飲みながらコミュニケーションを図る
ことができる場などを指す．近所のお茶会や井戸端会議、公園のベ
ンチ、お店やスーパーの休憩所などが例に挙げられる．

「サロン」では担い手の負担が大きい

サロンでは担い手の負担が大きく，開催頻度やスケールに担い手の
度量などが大きく影響する．また，参加者が固定してしまう．

担い手の負担が少ない「まちの縁側」を推進し，従来のサロンと併
用することで地域内交流の促進を図る．

新たな交流の形である「まちの縁側」の推進

地域情報の集約

交流を促すことで，地域内の困りごとといった情報を専門機関へ届
ける． 図1 JR下野大沢駅の位置と駅周辺の写真

調査方法と分析結果

図3 調査結果

1stcycle

2ndcycle

3rdcycle
4thcycle

地域の代表者ヒアリング

アンケート
(S町自治会加入者対象)

まち歩き

まち歩き/まちの縁側講座

地元スーパー「さがみや」
ヒアリング

H町のサロン「H町カフェ」
参加者ヒアリング

まち歩き

アンケート
(S町自治会未加入者対象)

まちの縁側推進イベント

図2 一年間の動き

1stcycle~3rdcycleで何度も現地へ足を運び，調査を行ってきた．主
に地域の現状を把握するものを1stcycle~2ndcycleで行い，9/2には
まちの縁側講座に出席して地域の方へのヒアリングを行うとともに
「まちの縁側」についての事例を学び理解を深めた．

図4 学科ごとの提案内容と実施内容

まちの縁側講座の結果よりヒト・モノ・コト

の充実が大切であるということを学んだ．コ

トの充実としてまちの縁側を周知するイベン

トを実施する．

まちの縁側講座の結果よりヒト・モノ・コト

の充実が大切であるということを学んだ．モ

ノの充実としてベンチを寄付し推進を図る．

GISを用いてまちの縁側の種別の分布を把握

したり，地理的要因による違いなど，人が集

まりやすい場所等の特徴を調べ，今後のまち

の縁側を増やしていくための材料にする．

イベントの実施

ベンチの作成

縁側マップの作成

コミュニティ

建築都市

社会基盤

図5 イベント時の写真

まち歩き(5/15.8/10.9/2)

まちの縁側講座

(9/2)

アンケート

S町自治会加入者

(8/25-9/25)

回答数：67/132

回答率：51%

アンケート

S町自治会未加入者

(9/15-9/30)

回答数：4/37

回答率：11%

地域の代表者

ヒアリング(6/5)

H町サロン

ヒアリング(9/30)

地元スーパー

ヒアリング(1/8)

先例であるながのの事例から，「モノ・ヒト・コト」の充実が

推進には必要不可欠であることがわかった．

・新興住宅が多い

昼間でもカーテンを閉めるなど閉鎖的

・自治会によってイベントや

公民館所有の有無などに差

・サロンの活動状況

0 1 2 3 4 5 6 7 8

飲食店がない

交流の場がない

活気がない

交通が不便

道路狭い

防犯対策がされていない

大病院がない

Q9.S町の悪いところ・不便なところは

何だと思いますか(自由記述)

交流の場がないと答えた方(７名)が家族以外との交流の場として

挙げたのがスーパーであった．

なお全データでの家族以外との交流の場での上位に来たのは

自宅，友人宅でありスーパーは３番目であった．

ヒトの育成

モノ

コト

ヒト

モノの充実

コトづくり(きっかけづくり)

既に社協が取り組んでいる

ベンチなどの充実

イベントの開催などでの周知

新規利用者を含む利用者の拡大に悩んでおり，単にモノの充実
を行ったとしても利用者を拡大できないかもしれないというこ

とがわかった．

3rdcycleの地元スーパーへのヒアリングは，アンケートなどの結果
からスーパーが交流拠点になっていること，そしてスーパーにはモ
ノが充実した団らんスペース(※テーブル，椅子，テレビ，Wi-Fi，電子レンジ，コンセ

ントなどが整備されており，無料で飲み物も頂ける場になっている．)が設けてあったこと
から，現在の利用状況や今後の活用法などについての調査を行った．

このプロジェクトはまちの縁側として認定した場所を，８年後に
500か所にまで増やそうという目標を掲げている．しかし，ただ数
を増やせばいいというものではなく目的は地域交流の場をつくるこ
とである．そのため認定後もまちの縁側としての機能の改善を図り
ながら，継続的な利用状況の確認が必要であると考えている．

今市エリアにおける「まちの縁側」の推進 16班
コミュニティデザイン学科
建築都市デザイン学科
社会基盤デザイン学科

原田真悠 半澤佑紀
川合拓実 中山紘希
糀谷拓未

エリア：日光市(旧今市市) 下野大沢駅周辺
パートナー：日光市社会福祉協議会

図6 モノの充実の目標

地域の素材
地域の方々の
技術や知恵 地域の要望

社協の
マネジメント

地域(今市)に
適した

まちの縁側

http://rd.utsunomiya-u.ac.jp/comd/
http://rd.utsunomiya-u.ac.jp/archi/
http://rd.utsunomiya-u.ac.jp/civil/


栗山 ＃圧倒的秘境感
１７班
コミュニティデザイン学科 黒後達也 長瀬愛実

建築都市デザイン学科 多田翔太郎
社会基盤デザイン学科 鈴木颯斗 土方啓慎

対象地域 ：日光市栗山地域鬼怒川筋
パートナー：日光市地域おこし協力隊

石川充汰さん

背景 目的

方法

調査
結果

提案

知名度が低い
他の地域が注目されがち
→日光東照宮、鬼怒川温泉など

交通面が不便
例） 宇都宮駅→今市駅→下今市駅→鬼怒川温泉駅→ふるさと物産センター

＝約３時間

観光資源が点在している
地域内の移動手段が少ない

知名度が低い，魅力が点在している…などの背景から栗山地
域の観光資源を外部にどのように押し出していくかを考案する
→栗山の観光ブランドの形成

 栗山を知ってもらう、来てもらう

＜聞き取り調査＞

日時：2018.8.6 11:00~

対象：地元の方や観光客
（旅館の女将、食堂スタッフ、バスの運転手、観光案内人等）

質問項目：
地元の人が思う栗山の魅力・強み・課題
来てほしい・来てほしくない客層
栗山の将来像（理想）
栗山の魅力 など

Q.何度栗山を訪れたことがありますか

＜聞き取り調査＞
地元の方
 一番の魅力はやはり「自然」
 田舎ならではの温かさも魅力

観光客
 「また来たい！」との声が多かった

＜アンケート調査＞
期間：第２回現地調査時（8/6）～第３回現地調査時（10/23）
対象：観光客
設置場所：聞き取り調査を行なった民宿など
サンプル数：36人
設問例：
これまでに何度栗山を訪れたことがありますか。
１. 初めて ２. 2回目 3. ３回目 ４. ４回以上

＜アンケート調査＞

 今にはない環境

 近場で都会の喧騒から離れ、手つかずの自然に
触れることが出来る。

 温泉の質が良い
 食事がおいしい など

Q.栗山の魅力とは何ですか

この２つの調査の結果から… 初めて訪れる観光客を呼び込むための新たなキッカケ作りが大切！！

初心者向けの栗山攻略パンフレットの作成
栗山初心者として栗山地域に対して持った秘境感をパンフレットを通じて他の観光客に知ってもらう.

→栗山秘境ポイントとして，自然，温泉・宿泊，食の３つに分類する.

学生による栗山攻略MAP

歴史・ワンポイントアドバイスなどを掲載
→クセの強い栗山攻略マップ

 半数以上が複数回訪れている
 ４回以上の人が１３人もいる
 リピーターが多い



❸方法

❶背景

❹分析結果（アンケート結果）

❺提案

❷目的

　
　三依地区は日光市の北部と福島県の県境にある。６つの集落から成り、
これらの地区間距離が離れているため、地区どうしの付き合いが困難である。

　炭焼き産業が盛んだった頃は多くの人が暮らしていた。しかし、時代が変わ
るにつれ衰退し、現在の人口は３63人（H29）高齢化率は約５4％と、超高齢社
会化が進む限界集落地域の一つ。また、行政と住民の間に温度差があり、プロ
ジェクトの進行が困難な状況にある。

　アンケートで「生活する上で困っていること、不
安なこと（選択回答）」の項目は、「鳥獣被害」と
回答した人が多かった。また、「どんなサロンに
参加したいと思うか(自由回答)」という項目につ
いては、「鳥獣被害対策講演会」と回答した人が
多かった。また、三依において鳥獣被害について
の課題は、今回の演習開始時に提起されたこと
の一つでもある。そこで、我々はこの点に着目し、
はじめの一歩として、鳥獣被害対策の講演会を
催すことを起点とし、最終的な提案とする。

旧栗山村日光市 旧藤原町

旧今市市
旧日光市

旧足尾町

横川地区

上三依地区

中三依地区

芹沢地区
独鈷沢地区

五十里地区

栃木県 日光市 三依地区
（旧藤原町一部）

H29　年度別人口割合調査

三依地区
日光市
栃木県

0～14歳 15～64歳 65歳以上

三依地区全体を巻き込んでのサロン
18班 コミュニティデザイン学科　 佛川　北條

建築都市デザイン学科　　磯田　黒田
社会基盤デザイン学科　　鈴木　

三依地区
栃木市地域おこし協力隊

行政 住民

活力の低下

近所に人が居ないから寂しい

消滅の危機感を持っていない

三依の人に愛着がある

三依の土地に愛着がある

自分の家・土地を守りたい

地区間の距離が離れている

高齢化により活動が難しい

自動車の運転が難しい

物理的要因 精神的要因

地区間・地区どうしの交流ができる土台を作る為
現在行われているサロン活動の活性化を図る解決 活用

期間 ; ４月～７月
対象 ; 横川地区 自治会長・自治副会長 / 芹沢地区 職人

期間 ; 8月～10月
◯ヒアリング調査 対象 ; 三依地区内で商店・渓流釣り場経営者
　　　　　　　　　　    地域おこし協力隊
◯アンケート調査 対象 ; 三依地区住民
◯質問項目 地域活性化や地域内交流への意識、外部から若者が
　　　　　 来ることへの抵抗感の有無を問うものとなっている。　

ヒアリング調査1st

ヒアリング調査・アンケート調査２nd

　現在、サロン活動は行われているものの
参加者が固定していることからマンネリ化が
問題となっている。一方で、サロン活動に対し
て前向きな意見を持つ人もいる。その為、マン
ネリ化を打開できるようなサロン活動として、
住民の意見を取り入れたもの、参加者が増え
るようなものへと変える必要がある。　

（期間 ; H30/8/1～10/28　回答者 ; 35名）

Negative Positive

困っている 無回答

鳥獣被害

買い物が不便

近隣住民不在からの孤独

思う

思わない

わからない

[ 原因 ]

鳥獣被害は以前から
問題となっていたが
諦めている人も

三依地区はスーパー、
コンビニ、移動販売が無く、
生協店舗のみの利用

超高齢社会化や三依地区
から離れる人が多くなった
ことによる空き家の増加

鳥獣被害 近隣住民不在
からの孤独

買い物が不便

Q,三依を発展したいかQ,三依に住み続けるか

思う

思わない

分からない

Q,交流の機会が
　あれば交流したいか

思う

思わない

分からない

Q,若者と交流したいと
   思うか

思う

思わない

分からない

思う

思わない

分からない

　
　　現在利用されていない中三依の保育園を会場に、園内を利用した鳥獣被害対策の専門家の講演
　会を開くことをきっかけに、三依の現状を受け止め、危機感を持つことに繋がる。これを危機感という
　段階で留まらせず、地域の悩みを協働して解決する基盤作りを取っ掛かりとして、住民の地域コミュニ
　ティへの参加を促す。これを繰り返すことで、地域内交流の活性化を図ることが出来る。

料理教室カラオケスカットボール
グラウンドゴルフ

お喋り会
（地域の話し合い）

鳥獣被害
対策講演会

Q,どんなサロン活動をしてみたいか

鳥獣被害
対策講演会

[ 提案内容 ]
　　　　　　サロン活動へのきっかけづくり

問題解決
コミュニティ

危機感を持つ参加する 共同して解決
地域内、地域を
超えた交流へ

❸❷❶ 地域サロン
活動

Q,生活する上で困っていること、不安なことは何か

　特に回答の多かった３点を以下に示す。

① 生 活
　

④ サ ロ ン 活 動
　

② 三 依
　　三依の今後については
   活性化させるのではなく、
   このままの三依の状態を
　保ちたいと考えている人が
　多い。これは、土地・家を
　守りたい、人・土地に愛着を
　持っていることからである。

③ 交 流
　　新しく人と集まる・外に出
　るきっかけや、若い人と関わ
　る機会を作ることについて
　前向きな意見を持っている
　人が多いことが分かる。
　これより、受け身な人が多い
　為、きっかけづくりが重要で
　あることが分かる。



背景 目的

方法

＜結城紬とは＞
鬼怒川に面した養蚕農村で生産された絹織物。製作過程の中の糸つ
むぎ，絣くくり，地機織りがユネスコ重要無形文化財に指定されてい
る。
＜先行事例＞
結城紬クラフト館での体験，実演，展示
博物館への出展
地元の小中学校の着付け体験
後継者育成
助成金による販売促進
結城紬の製品多様化

伝統と昔からの形式や関係の重視
→新しい取組みに手を出せない
広報の体制が整っていない

小山市産結城紬の知名度の向上
文化の継承
売上の向上
後継者不足問題の改善

紙媒体によるアンケート
ネットを利用したアンケート
・年代・出身地・性別知名度
SNSの利用層・種類
結城紬に対するイメージ
色・製品の要望

分析結果

提案

・10～30代の認知度が低い
・イベントを開催しているが知られていない
・結城紬を知らない層に利用されているSNSは
twitterである。
・色についての要望欄では水色、藍色などの寒
色系、明るい、カラフルなどのイメージがあっ
た。
・小山市でもSNSを用いた宣伝活動を行ってい
る
・結城紬に関する動画があるが10分以上あり，
見られていない

①SNSで発信できる動画を作る
SNSは継続的かつ定期的に情報を発信する必要がある
→今後の負担を考慮するとSNSアカウントを作成し情報を発信することは難しいのでは？

⬇
SNSで見てもらいやすい動画を作成
→小山市の既存のSNSで公開可能
複数のSNSや動画サイトで共有できる

②結城紬のデザイン

見つけよう，本場結城紬の魅力
19班 コミュニティデザイン学科 小田原葵 吉澤潮

建築都市デザイン学科 関留実花 村井彩良
社会基盤デザイン学科 平野優麻 涌井恭平

地域名
小山市 産業観光部 工業振興課

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

80-89 
70-79 
60-69 
50-59 
40-49 
30-39 
20-29 
10-19

知っている

知らない

40% 

30% 

20% 

10% 

Twitter

Instagram

Facebook

その他

アンケート１
方法：無記名自記式アンケート
場所：ベルモール カリヨンプラザ
対象：イベント来場者、通行者
調査日：２０１８年８月１０・１１日
有効回答数：100部

図６ 年代別知名度

図７ 結城紬を知らない人のSNS利用内訳

アンケート２
方法：web上アンケート
対象：宇都宮大学の学生(18歳〜22歳)
調査日：2018年10月26日〜11月2日

41.5

58.5

はい

いいえ

図８ 知名度

41% 

36% 

19% 

4% 
Twitter

Instagram

Facebook

使用してい

ない

図９ 結城紬を知らない人のSNS利用率

図１ おやま本場結城紬クラフト館 図２ 結城紬着用体験

図３ たたき染め体験

図４ 結城紬を使った小物 図５ 機織り体験

図１０ アンケート配布の様子

図１１ 結城紬のデザイン案



会察観

空
星空観察会（仮）に
行ってみよう！！

渡良瀬遊水地を活用した観光地化事業
20班 コミュニティデザイン学科 樋口春菜 渡辺美和子

建築都市デザイン学科 鈴木風馬 久米智
社会基盤デザイン学科 春原菜々子 緑川太智

背景

目的

方法

渡良瀬遊水地
・2012年 ラムサール条約湿地に登録
・栃木・茨城・群馬・埼玉の４県にまたがる
本州最大の湿地

・治水の要として首都圏を洪水から守る
・絶滅危惧種183種を含む貴重な動植物が生
息・生育する

渡良瀬遊水池の観光開発
・推進5カ年計画（H30～34年）

生井桜づつみ田んぼアート
冬水田んぼ米、
ヨシ焼、お魚わいわい大作戦

・交通網の整備
デマンドバスの利用
シェアサイクルの実施

現地の視察と調査から渡良瀬遊水地の課題
および住民の利用状況、興味のあるイベント、
必要な設備・サービスを明らかにし、新たな
観光地化事業を提案する。

〈本調査〉
調査方法：アンケート調査
対象：公民館のサークル・講座参加者及び渡
良瀬遊水地コウノトリ写真展参加者等
場所：生井公民館
対象人数：160人
（小山市在住 76％ 小山市外居住 24％）
期間：9月３日～９月18日

〈追加調査〉
調査方法：アンケート調査
対象：宇都宮大学学生等
対象人数：45人
(小山市在住 22%  小山市外居住 78%)

期間：11月13日～11月27日

サンプル

栃木県小山市
総合政策課 人と企業を呼び込む政策調整係

分析結果

提案

渡良瀬遊水地を訪れる目的を問う設問で
は、「イベントに参加する｣が圧倒的多数
であった。このことから、渡良瀬遊水地を
活用した観光地化事業にイベントが不可欠
であることが分かる。
興味のあるイベントを選択する設問では、

既存のイベント、特に「ヨシ焼き」「お魚
ワイワイ大作戦」「生井桜まつり」の人気
が高かった。新たなイベントでは「星空観
察会｣が人気であった。
「新たなニーズ」を取り入れたイベント

の提案をターゲットにあわせて情報発信す
ることで認知度アップ、及び魅力の発信で
観光地化を後押しすることを目指す。

シニア

回覧板・広報紙

公民館の掲示板

老人ホーム

家族

小学校・幼稚園

地域の事業所

若者

SNS

↳ツイッター

↳インスタグラム

夕焼けの部：16時～17時

星空の部：18時～20時

大人の部：20時～21時

小山市在住 小山市外居住

ベンチ トイレ 更衣室 飲食店 案内所 休憩室

小山市在住 小山市外居住

写真１ 渡良瀬遊水地第２調節池

写真２ 広大なヨシ原

図２ 渡良瀬遊水地を訪れる目的

図３ 興味のあるイベント（複数回答可）図１ 渡良瀬遊水地に欲しい施設

星

私たちは1年間の小山市の渡良瀬遊水地とその周辺の調査を経
て、星空観察会を提案します。
渡良瀬遊水地は周辺に建物が少なく、星空の観察できる場所

としては適した環境下にあると考えました。
トイレや休憩所など、長期に滞在できる施設の設置と、渡良

瀬遊水地と小山市中心地をつなぐ動線増やすためのデマンドバ
スを手配することが、渡良瀬遊水地に訪れる人々の増加につな
がると考えます。

渡良瀬遊水地に欲しい設備を問う設問では、
「トイレ」「ベンチ」「案内所」「休憩所」
の回答が多く、利用者のニーズに対応した設
備の補充が必要であると整理された。

渡良瀬遊水地周辺には、多くの
高齢者が在住しています。また、
地域住民の集うことのできる老人
ホームがあったり、現行で回覧板
が回っていたりするなど、地域性
を活かした情報の発信方法がある
のではないかと考えます。

小山市は現在、小学校や幼稚園
の数が減ってはいるものの、元気
な子供たちが過ごす場所があるこ
とがわかりました。

お魚わいわい大作戦などのイベ
ントにも多くの子供たちが参加し
ていることから、より多くの子供
たちが集まってくれるための取り
組みを考え、小山市を知ってもら
うことが渡良瀬遊水地の保全・発
展につながると考えます。

私たちの調査では、渡良瀬遊水
地周辺に若者が集う場所は見受け
られませんでした。しかし、若者
には若者なりの情報の広まり方が
あるのではないかと考えます。現
代はスマートフォンによるSNSの
普及が著しいので、現行の小山市
のインスタグラムも含めて、小山
市の特徴が周辺地域だけでなく遠
い地域の人々へも発信できたらよ
いのではないかと考えます。
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渡良瀬遊水地に関するアンケート（1~160）

		回答者番号 カイトウシャバンゴウ		問1 トイ		問2 トイ		問3 トイ		問4 トイ		問5 トイ		問6 トイ		問7 トイ		問8-1 トイ		問8-2 トイ		問8-3 トイ		問9 トイ		問9（記述） トイキジュツ		問1-1 トイ		問1-2 トイ		問1-2（記述） トイキジュツ		問11 トイ		問12 トイ		問13 トイ		問14 トイ												3		4										2		3		お魚ワイワイ大作戦 サカナダイサクセン		7										お魚ワイワイ大作戦 サカナダイサクセン

		1		1		1		3		2		*		5				2,3,7,1		1,5,9,11		4		9		星空を観察する ホシゾラカンサツ		2,3						1		4		1		4												5		2						4						7		ヨシ焼き ヤキ		30				2		5				ヨシ焼き ヤキ

		2		1		1		2		1		*		5																				2		4		1		2												5		4						4				2		1		ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 ジョキョサクセン		5				1		7				ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 ジョキョサクセン																								おしゃべり		散歩・ジョギング サンポ		サイクリング		イベント参加 サンカ		その他 タ

		3		1		1		2		2		3		2		サイクリング、ジョギング、ウォーキング等の拠点として、休憩所（シャワー、更衣室、軽食の取れるテーブル等）が欲しい トウキョテンキュウケイジョコウイシツケイショクトトウホ		2,4,5		3,6,7,9,1,12		8,11						6						1		3		1		4												2		4						4				2		4		ヨシ船づくり ブネ		3						9				ヨシ船づくり ブネ																						小山市在住 オヤマシザイジュウ		2		32		5		44		24

		4		1		1		2		1		*		2,3		駐車場が遠い チュウシャジョウトオ		2		3,4,5,6,7,8,9,1,11,12		1						2,5						2		4		1		3												2		1		おしゃべり		2		4				1		5		生井桜まつり ナマイサクラ		19						1				生井桜まつり ナマイサクラ																						小山市外居住 オヤマシガイキョジュウ		6		14		2		15		19

		5		1		1		3		1		4		4,5		日影がなく暑かった ヒカゲアツ		1		1,4,5,6,7,9,11		2,3,8,11,12		1				1,2,5						2		4		1		2												4		4		散歩、ジョギング サンポ		31		2						11		サイクリング		4				2		13				サイクリング

		6		1		1		3		3		4		2																				2		1		1		3												2		4		サイクリング		5		3				9		3		遊水地を歩いてみよう ユウスイチアル		7				3		4				遊水地を歩いてみよう ユウスイチアル

		7		1		1		2		1		4		4				9		5,11,12,13		1		9		季節ごとの星座を観察する キセツセイザカンサツ		3						2		1		1		4												4		5		イベントに参加する サンカ		44		4				13		7		健康体操教室 ケンコウタイソウキョウシツ		6				2		6				健康体操教室 ケンコウタイソウキョウシツ

		8		1		1		3		2		4		5		ベンチが少ない、トイレが少ない スクスク		13		5		11		12				6						2		1		1														5		4		その他 タ		24		5				12		8		星空観察会 ホシゾラカンサツカイ		8				11		5				星空観察会 ホシゾラカンサツカイ

		9		1		1		2		2		4		4				12		5		11		12		キッズフリーマーケット		6		6		急に天候が悪化した時に使いたい キュウテンコウアッカトキツカ		2		2		1		3												4								2				5		4		バードウォッチング		2				1		9				バードウォッチング

		1		1		1		2		2		3		2		日影がなく暑かった ヒカゲアツ		5		2,3,6,7		11						1,2,6		5		イベントの時にトイレが少なくて困る トキスクコマ		1		4		1		3												2		5						3				1		8		水彩画教室 スイサイガキョウシツ		1						7				水彩画教室 スイサイガキョウシツ

		11		1		1		3		2		3		2,4		ゴミが散乱していた サンラン		1		2,3,4,5,6,7,8,9,1,11		9,12						1,2,6						2		4		1		2												2		5						4				7		5		フリーマーケット		6				5		7				フリーマーケット

		12		1		1		2		2		4		4				7		2,6,8,1		9,12		7				2,6						2		4		1		3												4								4				6		9		その他 タ		2				5		9				その他 タ

		13		1		1		2		2		3		2		トイレが少ない、日影が少ない スクヒカゲスク		6,11		1,2,5,1,12								2,3						2		4		1		2												2		2						5				2		6								2		2

		14		1		1		2		2		1		2		ゴミが散乱している サンラン		2		3		8		2				2		4		食事の心配がなく手軽に行ける場所 ショクジシンパイテガルイバショ		1		4		1		2												2		2						2						3								9		4

		15		1		1		2		2		3		4		樹木が少ない ジュモクスク												2						1		4		1		2												4								4				2		5								1		5

		16		1		1		2		2		3		5		女性用トイレが少ない ジョセイヨウスク		2		3				3		自然保護活動 シゼンホゴカツドウ		2,6						1		1		1		2												5		4		おしゃべり		6						9		1								6		7

		17		1		1		2		2		4		2		トイレが不潔だった フケツ		9		1		11						1,2						2		4		1		2												2		4		散歩、ジョギング サンポ		14		1						3								2		9

		18		1		1		2		2		4		2		日影がなく暑かった ヒカゲアツ												2,4		5		自転車を持っていないので貸してほしい ジテンシャモカ		2		4		1		3												2		4		サイクリング		2		5				1		12		お魚ワイワイ大作戦 サカナダイサクセン		11

		19		1		1		2		2		*		5		日影がなく暑かった ヒカゲアツ		1		7		12		7		歩くのは健康にいい アルケンコウ		1,5,6						2		4		1		2												5		4		イベントに参加する サンカ		15		2								ヨシ焼き ヤキ		20				1

		2		1				3		3		*																1,2						2		4		1		3												4		2		その他 タ		19		1								ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 ジョキョサクセン		1				1

		21		1		1		3		1		3		2		特になし トク				2,5,6,7		1,3		2		ヨシ焼を眺める ヤキナガ								2		4		1		2												2		2						1				2				ヨシ船づくり ブネ		4				2

		22		1		1		2		2		4		4		風を遮るものがない カゼサエギ		2		3,5,6,7,8,9,11		1,4,12		8		富士山を望みながらの笑いヨガ フジサンノゾワラ		1						2		4		1		2												4		4						5				1				生井桜まつり ナマイサクラ		9				13

		23		1		2		3		3		*		5		ベンチ、休憩場所がなかった キュウケイバショ		1		2,7,9,1		3,8,12		1		野鳥の知識を得られる ヤチョウチシキエ		1,2		1		バードウォッチング用の双眼鏡を貸してほしい ヨウソウガンキョウカ		2		4		1		3												5		1						2				2				サイクリング		5				6

		24		1		1		2		2		4		5				2										2,5,6						2		4		1		2												5		4						5				12				遊水地を歩いてみよう ユウスイチアル		7				1

		25		1		1		2		2		4		4		日影がない、水道が少ない ヒカゲスイドウスク		12		5,6,9								1,2,4						2		2		1		4												4		3						5				5				健康体操教室 ケンコウタイソウキョウシツ		0						4

		26		1		1		3		2		4		5		座れる場所が少ない スワバショスク		5		2		4		5		開催時間をもっと長くする、みんなが参加できる内容にする カイサイジカンナガサンカナイヨウ				3		なにをするにしても場所がなくて大変 バショタイヘン		1		4		1		3												5		2														星空観察会 ホシゾラカンサツカイ		7				7		5

		27		2				3		3																		2						1		4		1		1												5		3						4								バードウォッチング		0				2		6

		28		1				3		1		2		4														4						1		4		1		2												4								5								水彩画教室 スイサイガキョウシツ		2				2		7

		29		1		1		3		2		2		5																				1		4		1		2												5		4						4				2				フリーマーケット		2				2		11

		3		1		1		3		2		4		4				2		7		9						1,2						1		4		1		42												4		5						2				2				その他 タ		2				2		12

		61		1		1		2		2		3		2,4				2,3,7		1,4,5,6,9		8,1,11,12		7		新しくできたフィールドを案内付きで歩く アタラアンナイツアル		2,4						1		4		1		2												2		4						5																5

		62		1		2		3		2		4		4																				2		3		1		3												4		4						2				5

		63		1						2		4						5		2		4						1						1		3		1		2												4		4						5				2										1

		64		1		2		2		2		3		2,5				2		3,4,5,6		1,8,9,11,12						4,6						2		3		1		4												2		5						2				5										5

		65		1				2		2		4		2,4				5		2								1,6						2		4		1		4						1		1				2		2						5				5										2

		66		1				2		1		4		5				5,8										1,6						2		4		1		3						1		1				5								5				2										2

		67		1		2		3		2		3		2				2		5								1						2		3		1		3						1		1				2								4														4

		68		2				2		2										2,3,6,7,8,1		1,4,11,12		6		自然豊かな地区を風を切って走りたい シゼンユタチクカゼキハシ		2,4,6		6		自転車の貸し出しが欲しい（遊水地にて） ジテンシャカダホユウスイチ		2		4		1		2						1		1				4								5				2

		69		1				3		2		4		5				2,5										2,6						1		4		1		4						1		1				5								2				2										2

		7		1		1		2		2		3		2				2,4,8		6,7,12								3,6						2		4		1		4						1		1				2								4				3										12

		71		1				2		3		4		4				3		4,1														1		3		1		3						1		1				4								2				2										1

		72		1		1		3		2		3,4		2,4		雨天時の対応 ウテンジタイオウ		2		3,7,1				2		燃えていくアシを見ていくのが良い モミヨ		6						2		4		1		3						1		1				2								5				13										2

		73		1				2		2		4		5				13		2		4		13		以前のように近くで花火大会があるとよい イゼンチカハナビタイカイ		2,6						2		4		1		3						1		1				5								2				2										2

		74		1		1		2		2		3		5				2,5,9										2,4,5						2		4		1		5						1		1				5								5				2				4		11

		75		2		2		2		2								2,6		5,7,8,9		1,3,4,1,11,12				自転車の種類、高齢者用も ジテンシャシュルイコウレイシャヨウ		1,2,4,6						2		3		1		3						1		1				4								5				7						3				9

		76		1				3		3		4		4				7										2						1		4		1		3						1		1				4								1				2				8		8				6

		77		1		2		2		2		4		2				2																1		4		1		2						1		1				2								4				5				1		11				2

		78		1		2		3		1		4		4				5		1		3		5		出場するため シュツジョウ		1						2				1		3						1		1				4								1								2		12				5

		79		1		2		3		3		4		5								1,2,3,4,5,6,7,8,9,1,11,12,13												1		2		1		3						1		1				5								4				2						12

		8		1		2		3		2		4		2				2										6						1		2		1		4						1		1				2																1		12				9

		81		1		2		3		3		4		4						2		1,3,4,5,6,7,8,9,1,11,12,13						2						1		3		1		1						1		1				4												2				11		3

		82		1				2		2		2		3,4				2,3,5,1		4,6,7		8,9,11,12		2				4						1		4		1		4						1		1		サイクリング		3								5				2				11		4

		83		1				1		2		2		2,3				2,3,12		4,6,7														1		4		1		4						1		1				2								1				12				11		12				2

		84		1		1		3		2		4		2,4		トイレがない		12		1,2,4,5,9		3,6,7,1,11						1,2,6						2		3		1		3						1		1				2								2				9				9		8				1

		85		1		1		3		2		4		4		トイレが汚い キタナ		9		2,4,5,7,		1,3,6,8,1,11,12		9		公民館でやっているものを遊水地でしたい コウミンカンユウスイチ		1,2						2		3		1		4						1		1				4								4								9		12

		86		1				3		2		4		2,4						2,5,6,7,9		1,3,4,8,1,11,12,		9										2		3		1		3						1		1				2								2										1				2

		87		1		2		3		3		4		4		入り口がわかりずらい イグチ						1,2,3,4,5,6,7,8,9,1,11,12						2						2		2		1		3						1		1				4								5				5				8		11				1

		88		1		1		2		2		2		5				5		2,3								1						1		4		1		3						1		1				5								5				2						12				7

		89		1				3		1		3		2				2										2,4						1		4		1		3						1		1				2								5				5						8

		9		1		2		2		2		4		4				5		4		2						2,3						1		2		1		3						1		1				4																11		9				2

		91		1		1		3		3		4		4														2						1		3		1		4						2		1				4								2				12						11

		92		1		1		3		3		4		4		日陰が少ない ヒカゲスク		12		1.5.6		11.3		12		出す側でも、買う側でもいいので参加してみたい ダガワカガワサンカ		2.4.6						2		2		1		4						1		1				4												5				12		12

		93		1				3		2		2		2.4				5		2.7								4						1		4		1		4						1		1				2												2						4

		94		1				2		3		4		5				2		6.9		1.3.4.5.7.8.1.11						4						1		3		1		4						1		1				5																1		11

		95		1				3		2		4		5														2						2		4		1		4						1		1				5												1				1		12

		96		1		1		2		2		2		2		スピードを出している自転車が危ない ダジテンシャアブ		1		5								2						2		4		1		4						1		1				2												12				3		3

		97		1				3		2		4		4				12		1.5.9								1.2.4.6						2		2		1		3						1		1				4																		4

		98		1		1		3																										2		4		1		5						1		1				5												5						11

		99		1		1		3		3																								1		4		2		2						1		1				4												5				4		12

		1		1		1		1		2		4		4				2				11												1		1		2		4						1		1				4												7		5				10

		11		1				2		3		4		4				1										1						1		1		2		4						1		1				4												8		9				2

		12		1				3		2		4		4		虫が多い ムシオオ																		2		4		2		2						2		1				4														8				3

		13		1				2		2		4		4																				2		4		2		2						1		1		サイクリング		3												2		5		9		4

		14		1				2		2		3		2				2		7														1		4		2		2						1		1																9		5		8		5

		15		2		1		2		2								3		2.5.9.1				1		早朝が多いので、午後からの会があれば参加者が増えると思う。 ソウチョウオオゴゴカイサンカシャフオモ		2.4.6		6		屋内に欲しい オクナイホ		1		4		2		4						1		1																7		9				6

		16		1		1		3		3		4		4				2.5.7										1						2		4		2		3						1		1																		9		4		7

		17		1		1		3		3						道に迷った。 ミチマヨ		11		2		12						1.2						1		4		2		2						1		1																8				1		8

		18		1		1		2		2		3		2				1		2				1		魚が好き サカナス		1						1		4		2		2						1		1																2						9

		19		1		1		3		2				3																				2		4		2		3						2		1																10						10

		11		1		2		3		2		4		4		道路が分からない。 ドウロワ		5		6								1						1		4		2		3						1		1																						11

		111		1		1		3		2		4		4		北エントランスから、生井方面に行くとき、道案内がなく心細かった キタナマイホウメンイミチアンナイココロボソ		5.13		7				5		歌うまキッズのパフォーマンス ウタ		1		5		水道 スイドウ		2		4		2		2						1		1																				1		12

		112		1		1		3		2		1		5		ゴミが目立つ。雑草が伸びている。 メダザッソウノ		2.9.1		7		8				野鳥撮影会 ヤチョウサツエイカイ		1						1		4		2		1						1		1																7						3

		113		2		1		3		2								9		1.2.3.1		4		9		説明があると良いと思う。 セツメイヨオモ								2		3		2		4						1		1																						4

		114		1		1		3		2		3		4.5		県道からの入り口が分からない。 ケンドウイグチワ		1		6.7.9		3.8.11						2.4						2		3		2		3						1		1																2						5

		115		2		1		3		2								6		1.2.3.4.5.7.9.1.11		8.12		5		小山のアーティストによる野外ライブをやる。 オヤマヤガイ		1.2.4.6		1		自動販売機をつくる ジドウハンバイキ		2		2		2		5						1		1																10						6				男性 ダンセイ		33		1		男性 ダンセイ		21		1				20歳以下 サイイカ		4		4

		116		1		1		3		2		1		1		日陰がない（雨天時に濡れてしまう） ヒカゲウテンジヌ		2.4.6		3.5.1		7.8.12		4		ヨシ舟づくりの体験 ブネタイケン		1.4				イベント行事一覧表が欲しい ギョウジイチランヒョウホ		1		4		2		5						1		1																2				4		7				女性 ジョセイ		65		2		女性 ジョセイ		28		1				21-40		10		4

		117		1		2		2		2				5																				2		4		2		1						1		1																						8								1		無回答 ムカイトウ		13		1				41-60		18		3

		118		1		1		3		3		3		2				1		2.5								1.2.5						1		4		2		3						1		1																2				1		9								2						2				61歳以上 サイイジョウ		65		4

		119		1		1		2		2		2		1		トイレが少ない スク		1										1						1		4		2		1						1		1																5						10								2						2				無回答 ムカイトウ		1		4

		12		1		1		3		3		3		1				2.5		7.9.1		12				時間があえば、行きたいです。 ジカンイ		1.2.4.6				自転車はあればいいと思う。 ジテンシャオモ		2		4		2		2						1		1																2						11								2						1								1

		121		1		1		2		3		3		5				13		1,2,3,4,9,1		5,6,7,8,11,12		13		人工的な整備が最小限でできるとよい、遊水地を望みながら食事ができるスペースが欲しい ジンコウテキセイビサイショウゲンユウスイチノゾショクジホ				13		間々田駅からのシャトルバスが欲しい ママダエキホ		2				2		1						1		1																2				3		12								2						1								1

		122		1		2		3		2		3		2,3		手洗い場、日陰が欲しい テアラバヒカゲホ		6		2,7,9		1		9		星空観察会 ホシゾラカンサツカイ		2,5,6		9		望遠鏡を借りたい ボウエンキョウカ		2		4		2		2						1		1																2				1		9								2						2								1

		123		1		1		3		3		4		5		遊水地が広すぎて、現在地が分からなくなった ユウスイチヒロゲンザイチワ		1		9		3		1		専門の人にガイドをお願いしたい センモンヒトネガ		5		5		現在地を示すサインを設置してほしい ゲンザイチシメセッチ		2		3		2		3						1		1																8						11								2						1								2

		124		1		1		3		3		3		5														2						1		4		2		1						1		1																4				1		12								1						1								4

		125		1				3		3								7										2,5,6						1		4		2		3						1		1																6				8		6								2						2								4

		126		1		1		3		2		4		4				2										4						1		3		2		3						1		1																6						7								2						1								4

		127		1		1		2		3		4		5		地図が少ない チズスク		2,9		1,5,6,7,1		3,8,11,12		9				1,4						2		3		2		3						1		1																5				3		10								2						2								4

		128		1				3		3		4		4				2		1		3		2				2		2				2		3		2		3						1		1																				1		11								1						1								4

		129		1		1		3		3		3		2				2,7		9														1		4		2		2						1		1																				1		3								1						2								4

		13		1				2		1				5																																1		1																				1		6								1						2								1

		131		1		1		3		3		4		2						2,7,9,1				7		音楽に合わせて体操ができたらいい オンガクアタイソウ		1,2,6																		1		1																						8								2						2								4

		132		1				2		1		3		5				1																2		4				1						1		1																						10								2						1		20歳以下 サイイカ		3		4		4

		133		1				3		2				2		トイレがなかったこと、日陰がなかったこと ヒカゲ		5		12								2,4						2		4				3						1		1																				2		11								2						2		21-40		2		1		4

		134		1				3		2		4		5				2		6						2,4								1		4				2						1		1																						12								2						1		41-60		7		1		4

		135		1				3		2		4		5				2		6								2,4						1		4				1						1		1																				11		3								2						1		61歳以上 サイイジョウ		35		4		4

		136		1		1		2		3		4		4				4										2						2		1				5						1		1																						4								2						2		無回答 ムカイトウ		15		4		4

		137		1		1		2		2		4		5														1,5,6																		1		1																				1		8								2						2						4		4

		138		1				2		2		4		2				2,7,9										5																		1		1																						10								2						2						4		4

		139		1		2		3		3		4		4				12										4,5						1		4				4						1		1																						11								2						2						4		2

		14		1		2		3		2		2		2				1,2,4,5		3,6														2		3				2						1		1						お魚ワイワイ大作戦 サカナダイサクセン		14														12								1						1						4		4

		141		1				3		2		4		5				2		11		12						5,6						2		4				3						1		1						ヨシ焼き ヤキ		6														2								1						1						4		4

		142		1				2		2		4		2				2		5		7						2						1		4				2						1		1						ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 ジョキョサクセン		17												2		3								1						1						4		4

		143		1		1		3		2		4		5																																1		1						ヨシ船づくり ブネ		13														4								1						2						4		4

		144		1		1		3		2		4		5				9		12		1		9		星が綺麗そうだから ホシキレイ		4						2						3						1		1						生井桜まつり ナマイサクラ		4														5								1						2						4		4

		145		1		1		3		2		3		1,2				6,7,9		2,4,5,1		1,3,8,11,12		9		広々とした場所なので気持ちよさそう ヒロビロバショキモ		2,3																		2		1						サイクリング		6												11		6								1						1						4		4

		146		1		1		2		2		4		4		東屋が欲しい アズマヤホ		2,4,5,6,7,11		1,4,9,12		3,8		7		鳥や草木の観察 トリクサキカンサツ		1,2,3,4,5																		1		1						遊水地を歩いてみよう ユウスイチアル		5														7								2												3		3

		147		1				3		1		4		1				5		12								1,6						2		4				4						1		1						健康体操教室 ケンコウタイソウキョウシツ		15														8								1												3		3

		148		1				2		2		3																						2		4				3						1		1						星空観察会 ホシゾラカンサツカイ		9														9								2						2						2		3

		149		2				3		3								9		7								2,5,6																		1		1						バードウォッチング		9												3		10								2						2						4		4

		15		2				3		3																																				1		1						水彩画教室 スイサイガキョウシツ		23														3								2						1						4		4

		151		1				3		2		4		5																				2		4				5						1		1						フリーマーケット		19												3		3								2						1						4		3

		152		1		2		1		2		2		1，4				2		6.9		12		9		安全に観察できたら見てみたい		1.2.4				レンタサイクルがほしい		2		2				1						1		1																				6		4								2						2						4		4

		153		1				3		3		4		2				1.12		2.7.9.1.11		3.4.5.6.8						2.4																		1		1																						5								1												4		4

		154		1				2		2		4		4		ごみが多く汚いので掃除してほしい オオキタナソウジ				5								1						2		4				2						1		1																						7								2														4

		155		1		2		3		2		4		2				2.5																												1		1																						8								1						1						4		3

		156		1		1		3		3		3		5		トイレの電気が切れている デンキキ		1		2.4.7.9.12								4																		1		1																						10								2						2						3		4

		157		1		1		2		2		4		5				7										2																		1		1																						11								2						2						4		4

		158		1				2		1		4		5																				2		4				3						1		1																				10		3								2						1						4		4

		159				2										広くて中に入ると出口が分からない ヒロナカハイデグチワ		2																1		4				2						1		1																						8								2												3		3

		16		1				2		2				2						5.9														2		4				1						1		1																						11								1						2						3		4

		31		1		1		2		2		4		4.5				5		1.4.7.9.10		2.3.8.11.12						1.2.4.6						2		3		1		3						1		1																						12								1												3		4

		32		1				3		2		2		2.4				5		4.8.9.10								6						2		4		1		3						1		1																				12		12								2												4

		33		1		1		2		2		4		4		日影がない ヒカゲ		7		10				7		のんびり散策をしながら、自然観察 サンサクシゼンカンサツ		1.2.3.4.6						2		4		1		4																														8								1						2								2

		34		1				3		1		4		4		トイレが少ない スク		8		2.4		11		8		仲間がいた方が楽しい ナカマホウタノ		2						2		4		1		1																												9		11								1						2								2

		35		1		1		3		1		4		1		帰り道に迷った カエミチマヨ												6						2		4		1		1																														12								1												4		3

		36		1		2		3		2		4		4		地図がない、道が分かりづらい チズミチワ		2.5										5.6						2		4		1		1																														11								1												4		4

		37		1		1		2		2		4		4				9		2.4.5.6.10				9		夏は虫がいるので、冬は空気が澄んで良く見えると思う ナツムシフユクウキスヨミオモ		1.2						2		2		1		3																												2		3								1						2						4		4

		38		1		1		2		2		2		5		なまいふるさと公園の無料貸し自転車の撤去(野木駅、間々田駅のシェアサイクルでは遠い) コウエンムリョウカジテンシャテッキョノギエキママダエキトオ		7		2		3				季節によっての見所を随時紹介する キセツミドコロズイジショウカイ		2.5				ライブカメラで周知 シュウチ		1		3		1		1																														4								2						2						4		3

		39		1		2		2		2		3		4																		バイク、車のダートコースやサーキット場等、ディズニーランドの上を行くレジャー施設等 クルマジョウナドウエイシセツナド		1		3		1		2																												11										2												1		3

		40		1		1		2		1		3				トイレが少ない、自動販売機が欲しい、夏場は日よけの場所が欲しい スクジドウハンバイキホナツバヒバショホ		8.9		2.4.5.7		3.12		9		流星群等の観察会、朝日を浴びながらヨガ リュウセイグンナドカンサツカイアサヒア		1.2.3.4.5.6		1		芝生ではない状態のイベント広場及びステージ シバフジョウタイヒロバオヨ		2		3		1		3																																						2						2								3

		41		1		1		2		2		4		5		トイレが汚い、少ない キタナスク		2		1.3.4.5.7.9.10		6.8.11.12		1		お魚がいっぱいとれる サカナ		1.2.4.5.6						1		2		1		3																																						2														2

		42		1		2		2		1		1		5				10																1		4		1		2																																						1												4		4

		43		2		1		3		2										6.7.8.11.12				7		健康を兼ねてウォーキングと風景を観賞できたら良い ケンコウカフウケイカンショウヨ		2.4.6				レンタルサイクルはあっても良い ヨ		2		4		1		2																																						1												3		4

		44		1		1		2		2		1		2		ごみや空き缶が多く捨ててある アカンオオス												2.6						2		4		1		3																																						1						2						4		2

		45		1		1		3		2		3		2				7.8										1.4.5.6						2		4		1		2																																						1						1						4		3

		46		1		1		2		2		4																						2		4		1		2																																						2						2								2

		47		1		1		2		2		4		4		売店が少なく飲み物が買えなかった バイテンスクノモノカ		2.5		4		10.11						3.4						2		4		1		3																																						1														4

		48		1				3		2		4		4				10.5		6.7.8								3						2		4		1		1																																						1														3

		49		1				2		2		4		4				2										1.2.5						2		4		1		2																																						2														4

		50		1				3		2		4		4																				2		4		1		2																お魚ワイワイ大作戦 サカナダイサクセン				3																		2												4		4

		51		1		2		2		2				2				2		7		12		7		野菜や取りとか自然観察(解説)しながら歩く ヤサイトシゼンカンサツカイセツアル		1.4		4		広いところでイベントの時、屋台があると楽しい ヒロトキヤタイタノ		2		4		1		3																ヨシ焼き ヤキ				1								11		8								2												4		2

		52		1				2		2		4		2		冬期は風が強いが、ヨシの中に入ると大丈夫 トウキカゼツヨナカハイダイジョウブ		5										1.2						2		4		1		2																ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 ジョキョサクセン				7										11								2														4

		53		1		1		3		2		4		4				2		5		9		9		きれいな星空をゆっくり見たい ホシゾラミ		1.2.6						2		4		1		3																ヨシ船づくり ブネ				2										12								2														3

		54		1		1		2		2		3		1.2				2		5.7								1.2						2		4		1		3																生井桜まつり ナマイサクラ				2										8								2												4		4

		55		1				2		2		4		4		目印がなく迷いそうだった(自分の現在いる場所が) メジルシマヨジブンゲンザイバショ		2.9		10.11.8.12				9		子どもと一緒に参加できるため コイッショサンカ				2.6		ないと不安、疲れた時に休める場所があると安心 フアンツカトキヤスバショアンシン		2		3		1		3																サイクリング				2										12								2												2		4

		56		1		2		3		2		2		3.4		ウォーキングの道に犬のフンが落ちている ミチイヌオ		8.9		10.11.12		2.3.4				自然の中でアコーディオンみたいので歌声喫茶、みんなで歌う シゼンナカウタゴエキッサウタ		2.4						2		4		1		2																遊水地を歩いてみよう ユウスイチアル				3										6								2														4

		57		1		1		2		2		1		2.4.5		真夏はとにかく暑い マナツアツ		4		1.2.5						渡良瀬遊水地の産物を使ったものを作る ワタラセユウスイチサンブツツカツク		2.4						1		4		1		2																健康体操教室 ケンコウタイソウキョウシツ				8										7								2												4		4

		58		1		2		2		2		3		3		日影がない、屋根があれば良い ヒカゲヤネヨ		6		2		11						4						2		4		1		3																星空観察会 ホシゾラカンサツカイ				0								12		8								2														4

		59		1				3		2		4						6		11								2.6						2		4		1		2																バードウォッチング				0										11								2														2

		60		1				2		1		4		4		トイレを作ってほしい ツク		5		12														2		4		1		3																水彩画教室 スイサイガキョウシツ				5										12								1														3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								9		5		3		9				4						1		2		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								9		5		1		9				5						2		2		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								5		12		3		5				4						2		2		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								5		2		1		5				5						2		2		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								9		2		11		9				5						1		2		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								12		2		11		12				4						1		2		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								12		9		2		12				4						1		1		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								5		10		1		5				4						1		1		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								9		10		2		9				5						2		1		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								12		10		3		12				5						2		1		3

		追加 ツイカ		2		1		3		3								2		10		1		2				4						1		2		3

																																																								フリーマーケット				9										8								1												4		3

																																																																						11								2												4		3

																																																																				8		12								1												4		2

																																																																				4		3								1														4

																ある		56																																																		3		8								2														4

										ある		94				ない		5																																																		8		11								2														4

										ない		4				無回答 ムカイトウ		1																																																		7		12								2														4

																																																																						4								2														4

										1		1				1		2																																																				5								2														4

										1		1				1		2																																																				6								2														4

										1		1				1		2																																																		12		8								2														4
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										1		1				1		2																ベンチ		31		1		2				ベンチ		19																						3										1														4

										1		1				1		2																トイレ		52		6		4				トイレ		21																																2														4

										1		1				1		2																更衣室 コウイシツ		9		1		6				更衣室 コウイシツ		2				1		4																										2														4

										1		1				1		2																飲食店 インショクテン		25		2		2				飲食店 インショクテン		15						6																										2														4

										1		1				2		2																案内所 アンナイジョ		11		6		3				案内所 アンナイジョ		10						2

										1		1				1		2																休憩室 キュウケイシツ		34		5		4				休憩室 キュウケイシツ		9						4

										1		1				2		2																				1		6										2		2

										1		1				1		2																				2		6										1		4

										1		1				1		2																						2										1		4

										1		1				1		2																				1		5										1		2

										1		1				1		2																				1		2												5

										1		1				1		2																						3										1		2

										1		1				1		2																				2		4										1		4

										1		1				1		2																				2		5										1		6																12

										1		1				1		2																				1		6												5																7

										1		1				1		2																						2										2		6

										2		1				1		2																				3		4										1		5																1

										1		1				1		2																				3		5										1		6																1

										1		1				1		2																				1		6												4																3

										1		1				1		2																						4										1		2

										1		1				1		2																				1		6										1		6

										1		1				1																						1		6										1		4

										1		1				1																						1		4												4

										1		1				1																						1		5										2		5

										1		1				1																								6										5		6																12

										1		1				1																						2		4										2		5																3

										1		1				1																						2		2										2		6

										2		1				1																						4		5										4		3

										1		1				1																						2		4										1		2

										1		1				1																						2		2										2		3

										1		1				1																								2												4

										1		1				1																						6		6												5

										1		1				1																						2		2										1		6

										1		1				1																						1		4												5

										2		1				1																								4										2		6

										1		1				1																						3		6												2

										1		1				1																						6		3										2		4

										1		1				1																						6		5										2		4

										1		1				1																						1		2										1

										1		1				1																						1		5										5

										1		1				2																						2		2										4

										1		1				2																						2		6

										1		1				1																						2		2										5

										1		1				1																						2		6										2

										1		1				1																						2		6

										1		1				1																						1		3										4

										1		1				1																						2		6										2

										1		1				1																						1		2										1

										1		1				1																						1		4										1

										1		1				1																								5

										1		1																										1		6										2

										1		1				1																						1		2

										1		1																										2		2

										1		1																										1		5										1
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										1		1																										2		2										1
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【注意】
★入力が容易になるので（関数の置き換えが面倒なので）選択肢を数字に置き換えて入力してください。
　（ア）→１	（カ）→6	（サ）→11
　（イ）→2	（キ）→7	（シ）→12
　（ウ）→3	（ク）→8	（ス）→13
　（エ）→4	（ケ）→9
　（オ）→5	（コ）→10

★設問2　回答を分類します。
〔自然に関すること〕→1
〔それ以外〕→2

★設問8　設問内の回答を分けます。
〔一番興味がある〕→問8-1
〔興味がある〕→問8-2
〔興味がない〕→問8-3

★設問12　年代で分類します。
〔20歳以下〕→1
〔21～40歳以下〕→2
〔41～60歳以下〕→3
〔61歳以上〕→4

★設問13　市内外で分類します
〔小山市内〕→1
〔栃木県内〕→2
〔栃木県外〕→3

★自由記述を含む設問
設問9、10は選択肢番号と理由をそれぞれ記入してください。
（3rd Cycleで使えるかもしれないので、意味が分かるように入力してください。）



渡良瀬遊水地に関するアンケート（1~160）

		



小山市在住、いったことがあるorない



		



小山市在住、遊水地に何をしに行くか。



		



小山市在住外、遊水地に何をしに行くか。



		



小山市在住、興味のあるイベントタイトル



		



小山市在住外、興味のあるイベントタイトル



		



小山市在住、興味がないイベントタイトル



		



小山市在住外、興味がないイベントタイトル



		



小山市在住、必要な設備



		



小山市在住外、必要な設備



		



アンケート基本情報　小山市在住　性別割合



		



アンケート基本情報　小山市在住外　性別割合



		



小山市在住外、いったことがあるorない



		



アンケート基本情報　小山市在住、年齢



		



アンケート基本情報　小山市在住外、年齢



		



小山市在住

小山市外居住

渡良瀬遊水地を訪ねる目的





農作物にQR
コードを貼る

スマートフォ
ンで読み取る

農作物の情
報を知る

AcIOT Solution Activity
21班 コミュニティデザイン学科 渡辺臨

建築都市デザイン学科 下館郁哉 滝澤広大
社会基盤デザイン学科 篠崎歩 藤岡光

背景

目的

方法

少子高齢社会の中で、農家は人手不足後継
者不足に直面している現状がある。それは矢
板市でも同じであり、矢板市特産のりんごを
生産するりんご園でも廃業を決める農家も出
てきている。このような現状を解決すべく、
昨今試験がしきりに行われているのが、
AI(人工知能)やIOT(Internet Of Things )を
使った作業の効率化、人件費の低減だ。
そのような実態を知る中で、私たちのフィ

ールドである矢板市唯一のぶどう園、根本葡
萄園でも同じ実態があり、試験的にIOTを使
った気象情報の観測が行われた。この葡萄園
ピンポイントでの解決策を考え、将来、他業
種の農家の抱える問題も解決することに繋が
ると考える為である。

インターネットや文献を用いてIOT
(Internet Of Things)について、IOTがどの
ようなものであるか、現状どのようなことに
使われているのかなどを知る。
テーマにおける課題となるものは何なのか

を明らかにするため、農家の元へ訪ね、農家
の方がIOTに対してどのような考えを持って
いるか、また、農家の目線でIOTと農業の将
来性についてどう考えているかなどを聞く。
また、実際に農作業を体験するなどをして農
業に対する理解を深め、農業とIOTのつなが
りを明らかにする。
また、そこから課題に対する改善案を作成す
る。

地域名 栃木県矢板市
パートナー名 地域おこし協力隊 高橋潔様

分析結果

提案

ぶどうを収穫する工程の中でIoT化できる部
分を見つけIoT化の提案をしようとしていた
が、実際に収穫作業を手伝わせていただいた
ところ、作業工程の一部をIoT化することは
専門性も高く、自分たちには難しいというこ
とが分かった。

園主の根本さんにインタビューさせていた
だいた際に、
「農業の魅力を伝えたい！」
「農業はデータ集めが大切。」
「農業は緑を見ながら仕事ができるところ

が良い。」
とおっしゃっていたことから、農業にはたく
さんのデータを集めることが重要であること、
農家の人は、農業の魅力を知ってほしいとい
う思いがあることが分かった。

【どのようにして使用するのか】

【読み取れる情報】
・生産者はだれなのか
・生産者の信念(どのような農薬を使用して
いるのか、散布の時期はいつなのか、生産物
がどのようなものであったらよいと考えて生
産しているのか）
・この生産者はいつもどこに出荷しているの
か
・いつ・どこで収穫されたものなのか

【利点】
・消費者は、売り場の情報だけではわからな
い詳細な農作物の情報を知ることができる

【どのようにして利用するのか】

・「より良い農業」とは：収量アップや病気
への対策、よりおいしい農作物の生産

【どのようなものであるか】

・データ：気温・湿度・二酸化炭素濃度・日
照時間・農薬をまく時期や風向き、風速や量
とその効果など
・インターネットにアップロード：グラフに
まとめるなどして見やすくアップロードされ
る。自分のデータを重ねることもできる。

【利点】
・データがおかしな数字を出したときにすぐ
に様子を見に行くことができる(いつでもど
こでもデータを閲覧可能）
・若手の経験不足を補うことができる(豊富
なデータ量)
・より良い農業の仕方を探ることができる
(客観的なデータ)

全国の農家で
データ収集

インターネットに
アップロード

自らの農作物
のデータと比較

農作業の効率
UP

客観的な
データ閲
覧

主観的な
農業の見
直し

より良い
農業へ

生産者のために工程におけるIoTの導入は
できなくても、消費者に向けて、農業の魅
力や農作物の情報を発信するためのIoT利用
は提案することができるのではないか、と
いう結果に至った。

以上の提案により、より多くの人に農業に興味を持ってもらい、農業の人口不足の解消
を後押しする手だてになることを期待する。
また、農家の情報共有をスムーズにすることで農業のさらなる発展を期待する。

提案① QRコードの活用 提案② インターネットで情報共有

後継者不足
の解消

• 後継者不足
という課題
をIoTの導
入によって
農業という
業種の幅を
拡張する．

農作業の効
率化

• 農作業の重
労働な作業
や，時間を
かけて手間
を取ってい
た作業をス
ピーディー
に効率化し，
ビックデー
タ等の情報
による農業
の活性化を
図る．

農業の魅力
UP
• IoT導入によ

って，農園の
消費者に伝
わりづらい作
物や農園の
様子をインタ
ーネットを使
って幅広く発
信し，農業の
魅力をデータ
上でも伝わる
ような仕組み
をつくる．

ぶどう狩り

インタビュー

結果



Save1.5℃プロジェクト
矢板市 22班 コミュニティデザイン学科 伊藤 良真 高橋 遼

建築都市デザイン学科 打座 茜 古川 泰成
社会基盤デザイン学科 小川 謙士

･背景
矢板市では、人口減少が続いているのにもかかわらず、ごみの排出量が
増加し続けている。その理由として、市民のごみの分別がおおざっぱで
あり、本来リサイクルできる者がごみとして処理されてしまっているこ
とが挙げられる。また、ごみ焼却施設の改装に伴う稼働停止も決定して
おり、増加し続けるごみに対しての対策が急がれている。

･目的
矢板市民のごみの分別状況、分別に対する意識、矢板市の現状の認知度
について調査し、矢板市民間に見られる課題を発見する。そこから矢板
市に対して解決策の提案を行う。

・分析結果

調査の結果、８割近くの人が矢板市のごみが増加し続けているという現状を知っていなかった。また、リサイクルボックスのペットボトル以外の
使用率が低いこと、リサイクルすることができる紙ごみが燃えるごみとして処理されてしまっているということが分かった。このことから、市民
に矢板市のごみが増加し続けているという現状をよりしっかりと認識してもらう、そしてリサイクルボックスの使用率を高めるとともに、ごみの
分別の徹底を図ることが必要であると感じた。また、世代や男女別等に分けての分析も行ったが、母数やアンケートを得られた世代・性別の偏り
などから正確な結果は得られなかった。

・提案
矢板市のゴミ問題に関しての情報を市民へ周知する方法とゴミの減少
につながる方法について

・知ってもらうことから始まる
矢板市のゴミ問題に対して、市民が行動を起こ
すようにするためには、現状の問題を知っても
らうことが第一である。そこで、矢板市のゴミ
の増加を矢板市民に知ってもらうための方法と
して、コンビニやスーパーマーケット等の日常
生活においてよく利用されている店舗に協力を
仰ぎ、一定期間だけ買い物客の会計時に矢板市
のゴミ問題に関するチラシを渡してもらう方法
とメディアで報道してもらう方法の二つを提案
したい。前者であれば、夕飯などの買い物をし
に来た主婦や軽食を買いに訪れた若者を通して
多くの人に周知することができ、後者であれば、
テレビやラジオ、新聞紙といった多くの媒介を
通して不特定多数の市民に告知することができ
るだろう。

・ゴミ捨て場を工夫
市民の多くがゴミ捨て場を利用しているため、ここに手を加えることができれば、より多
くの市民がゴミ問題に関与できるようになるのではないかと私たちは考えた。そこで、ゴ
ミ捨て場をすべて分別して捨てる形式をとるようにし、近くにリサイクルボックスを設置
することを提案したい。メリットとして、家庭ででたゴミの大半が最終的にゴミ捨て場へ
とたどり着くため、ゴミ捨て場を分別形式にしておくことで多くのゴミを分別することが
可能になる点とゴミ捨て場の近くにリサイクルボックスがあれば「リサイクルボックスに
いれるのが面倒だから」という理由でリサイクルできるものをゴミとして出すことを防ぐ
ことが可能になる点である。また、可能であれば、ゴミ捨て場を誰でも使えるようにする
ことで、より多くのゴミを分別・リサイクルの対象とすることができるだろう。

方法
矢板市のゴミ処理は追いついていないことが現状である
ため、他市のゴミ問題に対する施策の事例調査とベイシ
ア矢板店に協力をいただき、出入り口で調査票を用いて
市民に対してインタビュー調査を実施

ゴミ捨て場改変後の想定図



市民協働を推進するための課題と対策
23班 コミュニティデザイン学 大森悠司 原楓

建築都市デザイン学科 大嶋和樹
社会基盤デザイン学科 浦橋誠 加藤俊紀

背景 目的

方法

さくら市 は「まちづくりに取り組む地域
コミュニティや市民団体・NPO等について、
その主体的な活動を支援し、市民との協働を
推進すること」を目標としている。
しかし、さくら市内に存在する市民団体や

ボランティア団体・NPO法人の多くが後継者
不足や資金不足という問題を抱え、新たな活
動を行えずにいる。また、既存のメンバーで
活動が行われているため、若者に魅力ある活
動を行うことができず、新たな参加者を獲得
することにも繋げることができない。後継者
育成のための活動、視点が必要。
人手不足→メンバーの固定化→活動の限定化
→若者へのアピール不足→人材不足
という負のスパイラルを脱し、新たな参加者
の獲得・後継者の育成を進めたい。

背景を踏まえ問題を解決するためにはどうすればよいか。
調査を行う上で市民協働活動の参加者は以下の図のように分類できると考え、それぞれの参

加者を以下のように仮定をした。

当初は、さくら市喜連川地区で開催される「きつれ川きつねの嫁入り実行委
員会」に準備段階から当日の運営に参加することで、調査を行う予定であった。
しかし、班の話し合いの結果、複数の団体で調査を行うことでより調査の質が
高まるとの結論に至ったため、「きつれ川きつねの嫁入り実行委員会」と「に
わのひハロウィン×ぼうじぼう」の２団体で調査を行うこととした。調査方法
は以下の通り。
・きつれ川きつねの嫁入り実行委員会
観客・参加者をより中心へと引き込むための案を生み出すことを目的とし
①実行委員会に参加し、中心的参加者の活動内容を明確にする。
②イベント当日では、周辺的参加者にアンケート調査と聞き込み調査を行う。
・にわのひハロウィン×ぼうじぼう
周辺的参加者の活動目的や情報を得ることを目的に、
①イベント当日に周辺的参加者として参加する。
②参加者にアンケート調査を行う。

地域名 栃木県さくら市
パートナー名 さくら市役所

総合政策部総合政策課 市民活躍推進係

提案

・アクセス
交通手段が車しかないため、車を持ってない人が参加しづ

らい。最寄り駅からの送迎バスを設けるなどの対応が必要で
ある。
イベントの規模が大きくなれば、市営の交通網が整備され

る可能性も考えられる。

・宣伝
口頭での宣伝には限界があるため、地元の新聞での広告を

強化する必要がある。
若者向けの宣伝として、ホームページやSNSの整備をする。

また、若年層参加者にSNSで情報拡散してもらうことで、若者
の間の認知度を高めることが出来る。
結婚式や仮装などの要素を強調することで、他のイベント

との差別化を図るような宣伝内容にする。

・内容
発足してまだ日が浅いことから、日程、プログラムの効率

などで体系化しきれていない部分が見受けられた。参考事例
を見つけ狐の嫁入りに応用したり、毎年の活動によってより
良い仕組みを模索していく必要がある。
例えば、この活動と地域の小学校を結びつけ、小学生をメ

インステージに出演させることで、参加者の家族の参加率が
高まると予想される。更に、小学生のうちからこのような地
域の活動に参加することで、地域の一員としての自覚を促し、
将来的にイベントの運営に携わることで、イベント運営者の
高齢化と人員不足の阻止が期待できる。

・実行委員や、コンスタントに活動へ参加し協
働の中心的役割を担う参加者を中心的参加者。
・協働活動への参加は散発的であったり、中心
的参加者に追従する参加者を周辺的参加者。
・協働活動には直接関与せず、外部から活動を
見ている市民を観客。
これらの市民活動への参加者の層を外側から

徐々に厚くしていき、周辺的、中心的参加者の
層を増やすことによって市民活動は活性化する
だろうと考え、それを実行するための方法を調
査によって明らかにし、プロジェクトパートナ
ーや市民活動団体に、市民協働を推進するため
の方法を提案することを目的とした。

図1 協働活動参加者の分類

分析結果

・きつねの嫁入りアンケート結果

・庭の日アンケート結果

↑写真1 →写真2

アンケート調査の様子

各円を外側から厚くしていくこと
で協働の円を拡大していく



効果的なシティプロモーションの⼿法
169123U 武⽥真優 169147H 森⼭優雅
169205K 石野晴菜 169248Y 平澤涼⼀郎
169320K 鈴⽊優花

24班

提案　「さくら市　Photo Competition」

New

Affection!

さくら市の魅力を内外に対して効率的に発信していくために

さくら市の一部の人だけが発信するのではなく、地域住民と

さくら市を訪れるすべての人々が発信者となることを目標と

する。また、この大会によって新しいさくら市の魅力の発掘

あるいはブラッシュアップを図り、さくら市のイメージの

向上へとつなげていく

Concept

コンペ方式としては、イベントの写真をSNSにアップすることで

応募できる。審査の上で入賞者にはさくら市ブランドの景品や

さくら市で使える商品券をプレゼント！

Rule

SNSを使ったフォトコンペにすることで若年層も参加しやすく、

同時に情報拡散を行うことで、多くの人にそのイベントを宣伝

できる。コンペの賞品にはさくら市ブランドを送ることでブランド

の宣伝にも繋がり、より効果的なプロモーションが期待できる。

対象地域：さくら市
パートナー：さくら市役所

コミュニティデザイン学科
建築都市デザイン学科
社会基盤デザイン学科

若年層へのアピール発信効果UP

さくら市ブランドの宣伝新しい魅力の発掘

Effect

提案調査結果

背景及び調査目的 調査内容



今後の活動 (来年度から )の展開案

提案
改修コンセプト「山あげ会館を拠点に町に賑わいを」
改修趣旨 ： 山あげ会館は烏山市街地の中心に位置し、 駐車場も広くアクセスが良いため、 人が集まるためには最適な場所である。
　　　　　さらに、 改修工事が行われたことにより、 多目的トイレやエレベーターなどの設備も完備されているため、 幅広い客層の
　　　　　人々が利用しやすい施設となった。 しかし、 集客や稼働率から今のままでは施設を維持させることが厳しい。
　　　　　そこで、 高齢者をはじめとした市民の交流拠点の機能と山あげ会館の集客や稼働率を合わせて解決することを目指した。
　　　　　地域の中心という立地を生かし、 観光客だけでなく地域の人々の積極的な利用を促す場を設け、 施設の稼働率を向上させる。
　　　　　山あげ会館を中心にした人の和をつくり、 街に活気をもたらす提案を行う。

　今期の提案では山あげ会館 （公共建築物） の利活用を中心にすることとした。 これを市

街地の中心施設として足掛かりとし、 来年度では実際に空き家の活用に展開していくこと

を想定する。 山あげ会館を中心として、 例えば旧銭湯建物はそのサテライト施設として運

用するなど、 ネットワークの広がりを持った改修プランを想定している。

〇土産品コーナー→カフェ ・ 土産品コーナー
　土産品を烏山の特産品に絞り、 現在の半分の規模に抑える。
  北側半分のスペースにカフェを設ける。

〇ラウンジ ・ 資料展示 ・ テラス→カフェフロア
　カフェで買ったものを食べたり、 地域の方々の交流の場として利用したりできるようなスペース。 ラウンジおよびテラスでは、
  窓際にカウンター席を設けたり、 テラス席を配置したりすることで、 人が利用している姿が外から見える。。

〇多目的展示室→山あげ祭り資料展示室
　山あげ祭りに関する様々な資料を展示することで、 今よりもさらに見応えを与える。
　この展示室は、 入場料金を払った方のみ入場可能な場所とすることで、 場の価値を高める。

〇踊練習場→シニア向けフィットネスクラブ
　高齢者の方々が軽く運動を行うことのできる場所を設ける。
  運動不足が改善され、 健康的な身体づくりを実現し、
　介護が必要となる人口を減らすことに繋がり、 老老介護の
  抑制や、 行政の社会保障費の削減に貢献する。

〇芝生スペース
　芝生の周りをコンクリートの地面で囲う。 ベビーカーを押しても、 子どもを連れて芝生で遊びやすい。
　また、 芝生を囲うようにテントを立てて、 マルシェなども開催できる。

〇資料展示→カフェフロア ・ 交流スペース
資料展示のスペースには、 大きめのテーブルをいくつか配置
することで、 集まる場所に困っていた高齢者の方々が大人数
でも利用できるような場所を提供することが可能となる。

２階平面図　1/300 １階平面図　1/300

JR 烏山駅

0 5 10 20

山あげ会館

課題の背景と目的 活動内容 分析結果

③建物見学 ( 高齢者の交流所、旧銭湯建物）
　

 烏山市の生産年齢人口は年少人口減少等の影響に

より年々減少している。 一方老年人口は増加の一途を

たどっている。

　そのため、 同市では空き家や空き地の増加が問題

視されている。 そのような遊休不動産を活用し市街地

の活性化を図ることが目的である。

①フィールドワーク

・ 金井町自治会の高齢者の方々
   公民館の取り壊しにより、 集まれる場所がない。
   現在は自治会メンバーの旧銭湯建物を使用し、 活動。
⇒交流所の訪問 ・ 調査へ

②ヒアリング

・ 脱衣所 ( 約１４畳 ) → 活動場所とコインランドリー
　約２０人が集まれる。
　月に１回のいきいきサロンや週に１回の三味線教室など。 旧銭湯は金井町の
  中心に位置しているため、 高齢者の方々の徒歩圏であり集まりやすい。
   広さと距離感から、 高齢者の方々が集まるには最適な場所である。 そこを
   改修し、 新たな金井町の拠点とするという案もあったが、 市からの補助金では
   改修費用を到底賄えないため、 その案は現実的に困難という結果となった。

年齢問わず共通する
住民のニーズの発見

　「“交流・集まれる場所”の需要」

・ 歩行者がほとんど見られない
・ 歩行者に対して車通りが多い
・ 利用可能な空き家が少ない

【目的】

• 課題地区の概要の把握 
• 地域資源・問題の把握 
• 大まかなニーズの把握
・建物の現状把握

① フィールドワーク（5/25 ・10/6）

対象：地域おこし協力隊の方々
　　　     烏山高校の生徒
　　　     金井町自治会の高齢者の方々

場所：昔銭湯を営んでいた建物
　　　       山あげ会館

 ③ 建物見学（12/28・1/8）

② ヒアリング (6/12・10/23）

遊休不動産とアーバンデザイン 25 班　コミュニティデザイン学科　高橋 里佳　平山 捺樹　
　　　  建築都市デザイン学科　　　郡司 理菜　速水 秀太
　　　  社会基盤デザイン学科　　　篠崎 広太
　　　　　　　  　　担当教諭         安森 亮雄

那須烏山市
高橋誠一　佐藤篤



～アクティブシニアの健康づくり活動継続と地域活性化について～
26班 コミュニティデザイン学科 上原基暉 玉造結麻

建築都市デザイン学科 櫻井百香 ニューンチヴォアン
社会基盤デザイン学科 柏木俊亮 西澤将大

背景

目的

方法

写真１ 龍門の滝

地域：那須烏山市
パートナー：株式会社スキット

きずなサービスセンター

分析結果

提案

調査・分析結果より、課題として
「外出の際にお金がかかること」、
また、興味・関心があることとして
「体を動かすこと」「ボランティア」
がわかった。
これらから、アクティブシニア増加の

ため、またアクティブシニアの健康づく
りが継続される新たな仕組みをつくり、
高齢者が積極的に参加したくなる活動と
して、「いきいき長いきクラブ」を提案
する。
この活動は、高齢者同士のつながりの

中で運動習慣をもつ人を増やし、地域に
広げ、健康増進、地域の活性化を図るこ
とを目的とする。
内容は、高齢者が運営の主体となり、

健康意識向上のために活動するものであ
る。例として、行く頻度を増やしたいと
思う人が多い山・川へのハイキング、市
が行う保健事業・行事への協力、簡単な
レクリエーション活動の実施などである。
多くの人に参加してもらうために、広報
活動として、情報取得手段として多かっ
たお知らせ版により知ってもらい、口コ
ミにより広める。口コミを広めるために、
友達紹介をしたら何か特典をもらえると
いう制度にする。
なお、運営方法（開催場所、資金等）

については次年度以降の検討課題とする。
この活動が普及されることで、那須烏

山市の高齢者の健康増進・地域活性化へ
向けてのきっかけになると考える。

那須烏山市は栃木県の東部に位置し、人口は約
3万人ほどの市である。国の重要無形民俗文化財
に指定されている「山あげ祭」や「龍門の滝」、
温泉など歴史文化・観光資源が豊富な地域である。
この那須烏山市では少子高齢化や地域住民のコミ
ュニケーション減少、人口減少の加速といった問
題が挙げられる。市の60歳以上の高齢者率は40%
以上と高い割合で、地域活性化による｢元気なま
ちづくり｣が差し迫った重要な課題であり、その
ためにはアクティブシニアを重点世代とした地域
住民の積極的な社会参加の仕組みが必要となる。
アクティブシニアとは自分なりの価値観を持ち、
定年退職後にも趣味や様々な活動に意欲的な元気
な高齢者を指す。

市の課題として挙げた地域活性化による｢元気な
まちづくり｣は、

・日常生活のモチベーションアップ
・コミュニケーション機会の増加
・安心して元気に暮らせるまちづくり

に貢献する。那須烏山市まちづくりチャレンジプ
ロジェクトでは、日常の健康づくり継続のために
サロン事業や歩数計の貸し出しなどを行っている。
この｢元気なまちづくり｣のひとつのきっかけと

して、人口の特徴、地域の特徴、人の行動から地
域の現状を把握し、アクティブシニア増加のため、
またアクティブシニアの健康づくりが継続される
新たな仕組みをつくり、高齢者が積極的に参加し
たくなる活動を提案・実施することが私たちの調
査の位置づけであり、地域プロジェクト演習での
最終目的となる。

調査の方法としては
①高齢者の行動の把握のために、アンケート
調査を行う。

②アクティブシニアの行動把握のためにイン
タビューをする。

③人口や地域特性の把握のために地域を実際
に見て回り地図や人口などの行政データを
得る。

といった3点が挙げられる。
しかし、行動把握のためのアンケート調査では、

調査地域や時間、回答者の男女比の偏りといった
問題点があり、さらに自由記述では回答者が少な
いことから高齢者の趣味や外出についての傾向が
掴めず、イベント企画のための情報が不足してい
た。
これらのことを踏まえ、調査地域、時間、対象

を変え、自由記述式の設問から選択式の設問にし、
交友関係や、情報の入手手段、イベント開催にお
ける距離や参加費用といった設問を新たに加えた
アンケートを用いて再調査することで外出やイベ
ント開催についての傾向を掴む。

外出するうえで図表にあげる5つの点
に関して問題であると感じるかどうかを
尋ねたところ、お金に関する問題は38％
と少し高いが、その他の4つは15％以下
であまり問題になっていないことがわか
る。

また、行く頻度を増やしたいところを尋ね
てみたところ、文化・娯楽施設や図書館・公
民館、山・川への行く頻度を増やしたいとい
う人が多いことが分かった。データの多い
60代と70代に着目してみると、60代に比べ
て70代の方が複数回答が多く、いろいろな
場所に行く回数を増やしたいと思っている
ため、割合が高くなっている。週3～4日以
上外出している人を見ると、70代の方が活
発に活動していることがわかる。

イベント開催についての調査で、参加し
たいイベントを調査した結果、「体を動かす
」、「ボランティア」、「鑑賞型イベント」が上
位3位になった。その他ではテーブルゲー
ムや食事作りなどもあげられた。

また、外出の助けとなる情報を取得する
ための手段として「口コミ」、「お知らせ版」
の二つが過半数を超えた。その他では「チ
ラシ・新聞」が多くみられた。

イベントを開催するのにも費用がかかる
ので、参加費としていくらまでなら払える
かを尋ねた。結果として、「1000円以上で
も可能」な人が一番多く、また、「500円ま
で」・「1000円まで」なら払うという人も21.1
％も見られた。

提案

図2 行く頻度を増やしたい場所

表1 年代による比較

図3 年代別外出頻度

図4 参加したいイベント

図5 外出のための情報取得手段

図6 イベント参加費用許容額

図1 外出の際の問題点



『求める手 差し出す手』 ～学生の力を地域へ～
２７班 コミュニティデザイン学科 見持亮太 小松友広

建築都市デザイン学科 青木渉 ブチャーアニ－
社会基盤デザイン学科 福井慎之介

◆背景 ～大金台の歴史と現状～

◆目的

◆方法

栃木県那須烏山市の大金台はバブル期に別
荘地として有名になり、土地の高騰や町の発
展の見込みがあったので多くの人が土地の購
入した。さらに、土地を購入し別荘としてだ
けではなく、交通など整備されると聞いて、
安心して移り住む。しかし、バブルの崩壊に
よって資金が回らず、町の整備も謳われてい
たようには実現しなかった。残りの土地も売
れないまま、大金台に移り住んだ家族の子供
たちは成長し、離れる。結果交通手段が少な
い中、高齢者のみが残り、空き地/空き家も
手付かずのままになっている状態。
このような状況で困っている高齢者を助け
るのが、有償ボランティアのキャンナス

地域の「困った」声を拾いあげるには？
★キャンナスでは拾いきれないもの…
★学生にしか拾い上げれないもの…
特に大金台では主に交通手段が困っている
ことが現地訪問で分かった。この課題をどう
解決できるか、ヒントになるものを得られる
ようにしたいと考えた。
さらに交通の不便さという問題以外には困っ
ていることはあるだろうか？これらを知るた
めに調査をしようと考えた。
そして、地域の高齢者の困っている声を拾い
上げるシステムを作るためには何が必要か？

写真１ ふれあいの里ワークショップの様子

■ 現地調査(ヒアリング調査)
・訪れて直接状況を把握
・今後どのようにしたいか確認

➡人や地域によって差がある…意志の尊重

■ワークショップ
大金台ふれあいの里の方々と厳密的な項目
を設定し、ワークショップを行う。大金台の
課題と将来像をつかめるように。

項目は以下のとおりである。
大金台の好きなところ
(継続していきたいこと)
嫌なところまたは改善したいところ
将来の大金台の理想像
学生がくる場合にしてほしいこと、
一緒にしたいこと
学生が来てほしい頻度

那須烏山市（大金台）
キャンナス烏山 横山 孝子

◆分析結果

◆提案

大金台ふれあいの里でヒアリングとワー
クショップを行った。ヒアリングでは直接
困っていることについて聞いたりそれをど
のようにやり過ごしているかを聞いた。
以下がほぼ全員が同意した意見である

★デマンドタクシーが使いづらい
★ゴミ出しが不便
★買い物がしずらい
★病院が遠い etc…

このように交通手段がないゆえに困ってい
ることが多かった。

ワークショップを行った際には、ヒアリ
ング調査を基に項目を決定して話し合いを
進めた。
以下がワークショップを行った際の項目
と結果である。

継続的に若者が入り続けるには、若い人たち
も来たくなるようなものはないかと、住民なら
ではの意見を聞いてみた。
那須烏山市、大金台にはいいところがたくさ
んあって、すでに様々イベントが開催されてい
る状態である。
提案の第一段階としては、空き家や空き地を
利用した宿泊施設やキャンプ場として貸出し、
プチ別荘・プチホームステイとして人に来ても
らう。これは実現するにはまだ時間がかかりそ
うなので、大金台ふれあいの里の公民館でスタ
ートを切っていく。

図１ まちあるきまっぷ展開案

さらに、次の段階として【図１】に例を挙げ
たが、学生と地元住民で協力し合ってこのよ
うなマップを作り上げていったり、イベント
を盛り上げていったりすることによって若い
人と高齢者のつながりが生まれつつ、さらに
地域活性化にもつながってくると考えた。
このように、若者と地域の人々や高齢者た
ちをつなげることによって、お互いの状況に
ついてもよく知ることができる。徐々に、困
っているSOSをすぐに発信できるシステム
《地域の絆》を構築できると考えられる。

将来の大金台の理想像
発展させたい 現状維持
➡大金台の交流 ➡人間関係が良いので

そのままがいい
学生がくる場合にしてほしいこと、
一緒にしたいこと

・若い人の考えていることを教えてほしい！
・烏山の良さを伝えたい
学生が来てほしい頻度
年に数回……持続すると尚よい★

若者に来てほしい理由が
若くて世代の違う人たちと交流したい
という声が非常に多かった…なぜか？
若者と話して学びたい
世代間交流
話すことによってさまざまな問題解決
につながっていくのでは…

那須烏山市の高齢者の問題解決をしていくに
は、力のある若い人たちの出入り、そして交
流がとても大切になってくると考えられる！

継続的に若者が入り続けるにはどうしたらよ
いか？
そもそも若者が少ない理由は？
➡若者が地域に入ってこれる仕組みづくり。
（若者や学生が来たくなるような）

高齢者が多い

↓

困り事が多い

若い人と交流

↓

徐々に解決

イベントや

マップ作り等

多世代の協力

大金台の好きなところ、
継続したいもの

自然豊か

空気がいい

静か

住民同士が仲いい

大金台の嫌いなところ、
直したいところ

交通の便が悪い

道が迷路のようで迷いやすい

高齢者ばかり住んでいる

自治会に入っていない人がいる

表１ ふれあいの里のイメージ

解
決
へ
の
仕
組
み



子どもの成長に合わせた環境学習・体験プログラムの開発
高根沢町
特定非営利活動法人ふるさと未来Sou
エコ・ハウスたかねざわ

28班 コミュニティデザイン学科 田山菜々子 永田そら
建築都市デザイン学科 早坂楽
社会基盤デザイン学科 石塚日和 乾真之介

01背景

環境学習を行うにあたって、「学校」という大枠が
決められている場である以上、知識を入れるイン
プットと、実際に行動に移すアウトプットそれぞれ
に同じ時間を割くことが難しい。小中学校の学習
指導要領においても、アウトプットと思われるのは
1，2個のみ（栽培、飼育など）

↓
学校以外の環境教育の場の必要性

アウトプットの場としてのエコハウスではあるが、
実際に行われている環境学習は利用者のニーズ
に合わせたものばかりになってしまっている

02目的

子供が学校で学習したことを学校以外の場で
アウトプットすることを促す

⇒想定されるアウトプットとして、豊かな自然
のある高根沢町をフィールドとし、そこで自然
と触れ合うこと。そのためには①フィールドを
知ってもらう②自然とのふれあい方を知っても
らう

⇒①②両方を表現できるものとして、たかねざ
わ環境マップを作成する。そのための調査を
行う

03方法

事前学習1…→年齢に応じた環境学習プログラム作成のため、環境学習
の事例についての調査
事前学習2…高根沢町の教育長へのヒヤリング
調査1……環境学習プログラム（エコ・ハウスたかねざわの環境かるた）を
行っている現場を見学

予備調査1…パートナーにメールでプレアンケート。質問内容の確認
予備調査2…高根沢町役場の人に聞き取り調査
本調査1……高根沢町役場の人にアンケート
本調査2……社会福祉法人などに配布

04分析結果

05提案

①「たかねざわ環境マップ」の作成

内容：アンケートの結果をもとに、高根沢町の自然良いところ、昔の
遊びを紹介
対象：主に小学3～6年生。しかし、写真を多く使用し、低学年でも雰
囲気で分かるようにした。子供が家に持ち帰っ
て、親と一緒に見ることが理想である。
また、アンケートの回答者の年代が20～70代
が多かったため、対象の小学生とその親だけ
でなく、祖父母世代も一緒に見て交流したり、
昔の遊びを懐かしんだりしてほしい。

②グラデーションのある環境学習プログラム

理想としては…

高根沢町内で、幼稚園・保育園～
高校生まで、グラデーションのあ
る環境学習プログラムがあり、そ
れを実施している

高根沢町内の豊かな自然を活用
した授業や、イベントが行われて
いる

①学校やエコハウスで学び、知
識を得る

②たかねざわ環境マップを見
て、町内の良いところや、自然
に触れ合える場所の名前や、

位置関係をなんとなく知る

いつかマップで知った場所に
行き、①で学んだ知識を思い
出したり、再確認したりする

06利活用

①アウトプットを促すための3つのステップ

幼稚園・保育園…とりあえず触れ合う
小学生…簡単な知識を得る、触れ合う
中学生…少しづつ行動に移していく
高校生…自主的に行動する

②学校での利用

「昔の遊び」のページを使って、自分たちがよく遊
ぶ「今の遊び」と比較し、話し合い。また、昔の遊
びを教えるイベントを学校単位で開催(多世代交
流、学校と地域の交流)

住んでいる人のほとんどが、高根沢町の自然が豊かだと考えている。
遊びが変化してきている

現実は…
環境学習についての一連の流れが
ない
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